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（２）

　

萩
の
夏
の
夜
の
風
物
詩
、「
万
灯

会
」。
５
０
０
基
余
り
の
石
灯
篭
に

ろ
う
そ
く
の
灯
が
と
も
り
、
幽
玄
の

世
界
へ
あ
な
た
を
誘
い
ま
す
。

と　
き

（
迎
え
火
）
８
月
13
日
（
木
）
大
照

院（
送
り
火
）
８
月
15
日
（
土
）
東
光

寺い
ず
れ
も
午
後
７
時
30
分
〜
10
時

問
い
合
わ
せ　
く
わ
し
く
は
萩
市
観

光
課（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
１
）

へ

と　
き　
８
月
１
日
（
土
）
午
後
８
時
〜
９
時

　
菊
ヶ
浜
を
舞
台
に
、
約
８
０
０
０
発
の
花
火

が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
真
夏
の
夜
空
を
飾
り
ま
す
。

こ
れ
は
県
下
最
大
の
規
模
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

と　
き　
８
月
２
日
（
日
）
午
後
６
時
30
分
〜

と
こ
ろ　
田
町
ア
ー
ケ
ー
ド
、
吉
田
町
大
通
り
ほ
か

　
市
民
総
踊
り
「
ヨ
イ
シ
ョ
コ
シ
ョ
」
に
加
え
て
、

サ
ン
バ
・
ヨ
イ
シ
ョ
コ
シ
ョ
も
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
あ
な
た
も
こ
の
「
ヨ
イ
シ
ョ
コ
シ
ョ
」
に
参
加
し

て
、
夏
の
思
い
出
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。　
　
　
　

　

萩・夏まつり
８月１日（土）〜３日（月）

萩の夏は、やっぱこれでしょう ■
萩
・
日
本
海
大
花
火
大
会

■
市
民
総
踊
り

　

ヨ
イ
シ
ョ
コ
シ
ョ
パ
レ
ー
ド

■
お
船
謡

と　
き　
８
月
３
日
（
月
）

と
こ
ろ　
市
内
各
所

　
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
お
船
謡
」
が
、

市
内
を
巡
り
ま
す
。
お
船
謡
は
毛
利
氏
の
御

座
船
唄
と
し
て
藩
主
が
乗
船
す
る
時
や
、
新

造
船
が
進
水
す
る
時
な
ど
に
謡
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
伝
統
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
が
実
感
で

き
ま
す
。

■
お
ま
つ
り
広
場

と　
き　
８
月
２
日
（
日
）・
３
日
（
月
）

と
こ
ろ　
田
町
ア
ー
ケ
ー
ド
、
吉
田
町
大
通

り
　

お
ま
つ
り
広
場
で
は
、
買
い
も
の
広
場
、

音
楽
の
広
場
な
ど
が
開
か
れ
ま
す
。
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
も
の
ま
ね
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ブ

や
ゆ
か
た
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
も
開
催
さ

れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

萩
・
夏
ま
つ
り
、
協
賛
花
火
に
つ
い
て
は
、
萩
商
工
会
議
所
内　

萩
・

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
０
８
３
８・２
５・３
３
３
３
）
へ

個
人
協
賛
の
花
火
募
集

　
８
月
１
日
（
土
）
開
催
予
定
の
「
萩・

日
本
海
大
花
火
大
会
」
に
協
賛
し
て
く

だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
１
口

１
万
円
で
、
５
口
で
尺
玉
花
火
を
１
発

打
ち
上
げ
ま
す
。先
着
15
口
ま
で
で
す
。

出
産
祝
、
入
学
祝
、
結
婚
祝
、
長
寿
祝

な
ど
の
記
念
に
、
あ
な
た
の
花
火
を
打

ち
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

県指定無形民俗文化財「お船謡」

「ヨイショコショ」

あ
な
た
の
花
火
が

萩
の
夜
空
を
飾
り
ま
す

萩
・
万
灯
会

萩時代まつり

　
夏
の
イ
ベ
ン
ト
も
楽
し
み
で
す

が
、
秋
も
萩
で
は
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
こ
の
秋
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ

て
、
ち
ょ
っ
と
萩
に
帰
っ
て
き
ま

せ
ん
か
。

□
萩
時
代
ま
つ
り

と　
き　
11
月
14
日
（
土
）
〜
15

日
（
日
）

と
こ
ろ　
萩
市
内
各
所

内　
容　
時
代
パ
レ
ー
ド
、
岩
国

藩
鉄
砲
隊
披
露
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

維
新
劇
「
若
き
志
士
た
ち
」
ほ
か

□
萩
広
域
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

と　
き　
11
月
14
日
（
土
）
〜
15

日
（
日
）

と
こ
ろ　
萩
市
役
所
ほ
か

内　
容　
物
産
市
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
ほ
か

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
秋
に
は
明
治

維
新
１
３
０
年
に
ち
な
ん
だ
記
念

行
事
な
ど
が
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
号
の
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
く

わ
し
く
紹
介
し
ま
す
。　

秋の萩のイベントは何がある？

あなたも心の花火を
「どかん！」と打ち上げてみませんか
あなたも心の花火を

「どかん！」と打ち上げてみませんか
あなたも心の花火を

「どかん！」と打ち上げてみませんか
あなたも心の花火を

「どかん！」と打ち上げてみませんか
あなたも心の花火を

「どかん！」と打ち上げてみませんか
あなたも心の花火を

「どかん！」と打ち上げてみませんか
あなたも心の花火を

「どかん！」と打ち上げてみませんか
あなたも心の花火を

「どかん！」と打ち上げてみませんか
あなたも心の花火を

「どかん！」と打ち上げてみませんか
あなたも心の花火を

「どかん！」と打ち上げてみませんか
あなたも心の花火を

「どかん！」と打ち上げてみませんか
あなたも心の花火を

「どかん！」と打ち上げてみませんか
あなたも心の花火を

「どかん！」と打ち上げてみませんか

熱い！
はないでしょうか。

今年の萩の夏は もっと 
皆さん、今年の夏の計画はもう立てられましたか？
この季節になると、自然と萩の夏の風景が、皆さんの心の中にも浮かんでくるのでは
ふるさと萩は、今年もあなたの帰りを首を長くしてまっています。



◆
ア
ー
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
土
と
映
像
の
形

態
学
」（
萩
焼
作
家　
三
輪
和
彦
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
）

と
こ
ろ　
萩
市
民
館

（３）

　

今
年
で
５
回
を
数
え
る
、「
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ
世
界

映
画
芸
術
祭
」。
芸
術
性
の
高
い
映
画
の
上
映

を
通
し
、
映
像
文
化
の
最
先
端
に
触
れ
、
世
界

　

萩
市
内
か
ら
海
岸
沿
い
に
国
道

１
９
１
号
を
阿
武
町
方
面
に
走
っ
て

い
く
と
、
越
ヶ
浜
と
呼
ば
れ
る
地
区

に
笠
に
似
た
形
の
山
が
見
え
て
き
ま

す
。

　
こ
の
山
は「
笠
山
」と
呼
ば
れ
、「
日

本
一
小
さ
な
火
山
」
の
一
つ
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
標
高
は
１
１
２
ｍ

で
、
頂
上
に
は
直
径
30
ｍ
、
深
さ
30

ｍ
の
噴
火
口
が
あ
り
ま
す
。

　
笠
山
は
現
在
で
は
半
島
の
姿
を
し

て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
は
小
島
で

あ
っ
た
も
の
が
砂
州
の
発
達
に
よ
り

陸
に
つ
な
が
っ
た
も
の
で
、
直
径

２・
１
㎞
、
短
径
１・
３
㎞
の
楕
円
に

近
い
形
を
し
て
い
ま
す
。
数
万
年
前

に
溶
岩
の
噴
出
に
よ
っ
て
、
ま
ず
台

地
状
の
火
山
が
造
ら
れ
、
後
に
鐘
状

の
砕
屑
丘
が
台
地
か
ら
突
出
し
た
形

に
形
成
さ
れ
、
そ
の
形
が
市
女
笠
に

似
て
い
る
た
め
、「
笠
山
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
笠
山
の
神
秘
・
・
・

　
笠
山
の
つ
け
根
に
は
、
一
つ
の
池

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
天
然
記
念

物
「
明
神
池
」
で
す
。
池
の
水
は
溶

岩
塊
の
隙
間
を
通
し
て
外
海
と
つ
な

が
っ
て
い
て
、
海
の
干
満
に
よ
っ
て

池
の
水
位
も
上
下
し
ま
す
。
池
に
は
、

マ
ダ
イ
や
ク
ロ
ダ
イ
な
ど
が
生
息
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
笠
山
の
山
中
に
は
、
所
々
に

「
風
穴
」
と
呼
ば
れ
る
冷
気
の
吹
き

HAGI・Anything is best in Japan

な
ん
で
も◯

次
回
の
「
は
ぎ
・
な
ん
で
も
日

本
一
」
で
は
、
笠
山
椿
群
生
林
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ぎ

日
本
一
！

出
す
場
所
が
あ
り
、
真
夏
で
も
13
度
を

超
え
る
こ
と
が
な
い
と
い
わ
れ
、
天
然

の
ク
ー
ラ
ー
と
し
て
観
光
客
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
す
。

●
笠
山
の
自
然
・
・
・

　
笠
山
は
、
江
戸
時
代
に
は
萩
城
か
ら

鬼
門
の
方
角
に
当
た
る
た
め
に
狩
猟
や

伐
採
が
禁
止
さ
れ
た
「
お
止
め
山
」
で

し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
で
は
他
の
地

域
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
植
物
な

ど
が
あ
り
、
自
然
の
宝
庫
と
な
っ
て
い

ま
す
。
中
で
も
、
半
島
の
最
も
突
き
出

た
先
の
虎
ヶ
崎
に
あ
る
、
椿
の
群
生
林

は
日
本
で
も
有
数
の
も
の
で
す
。

市
い ち め が さ

女笠の形をした「笠山」の全景

■
映
画
祭
の
問
い
合
わ
せ
は
萩
市
教
育
委
員
会
文
化
課
内　
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ
世
界
映
画
芸
術

祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
８
３
８・２
６・６
８
７
２
）
へ   

８／ 19（水）
　　20（木）
　　21（金）
　　22（土）
　　23（日）

「ＨＡＮＡ　ＢＩ」（日本）
「ビヨンド  サイレンス」（ドイツ）
「ラヴソング」（香港）
「ポネット」（フランス）
「阿片戦争」（中国）

上映映画の紹介

いずれも午後７時 30 分〜
　　　　　　　　　　　（会場　萩市民館）
８／ 20（木）
　　21（金）

「グッド・ウィル・ハンティング  
〜旅立ち」（アメリカ）

８／ 20（木）

　　21（金）
　　22（土）

「サンダカン八番娼館  望郷」
「五番町夕霧楼」 
「紀ノ川」「夜の河」
「夢千代日記」「約束」

◆世界の最新の話題作

◆日本映画優秀作品の上映
主　催　文化庁、東京国立近代美術館フィルムセンター 

今年も萩で世界の名作を・・・
　第５回
ＨＡＧＩ世界映画芸術祭
８月 19 日（水）〜 23 日（日）

各
国
の
文
化
や
歴
史
、
風
俗
に
対
す

る
理
解
を
深
め
文
化
交
流
を
推
進
し
、

萩
の
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
創
り
、
萩

か
ら
世
界
に
向
け
て
の
文
化
発
信
の

一
つ
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、「
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ａ
塾
」
も
今

年
で
４
回
目
を
迎
え
、
全
国
で
も
珍

し
い
人
材
育
成
型
映
画
祭
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。（
今
号
９
ｐ
参
照
）

と　

き　

８
月
19
日
（
水
）
〜
23
日

（
日
）

と
こ
ろ　

萩
市
民
館
、
ツ
イ
ン
・
シ

ネ
マ
（
萩
市
東
田
町
）
ほ
か 

料　

金　

前
売
券
（
１
回
券
＝

１
０
０
０
円
、
３
回
券
＝
２
５
０
０

円
、
５
回
券
＝
４
０
０
０
円
）　 

当

日
券
＝
１
２
０
０
円
（
１
回
）　

優
秀
映
画
当

日
券
＝
５
０
０
円
（
１
作
品
）

◆
ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

の
上
映
（
山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上

記
念
館
特
別
企
画
）

内　

容　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
活
動
を
、

収
め
た
映
像
11
本 

を
上
映

と　
き　
８
月
15
日（
土
）〜
23
日（
日
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜                       

と
こ
ろ　
山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上

記
念
館
講
座
室                        

料　
金　
無
料  

                      

◆
ワ
ー
ク
・
シ
ョ
ッ
プ
「
プ
リ
ン
ト　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」（
ア
ー
ス
ウ
ィ
ー
ク

萩
実
行
委
員
会
特
別
企
画
）

　
萩
出
身
の
版
画
家
・
戸
嶋
由
香
と
谷
村

明
門
に
よ
る
、
銅
版
と
リ
ト
グ
ラ
フ
で
作

品
作
り
を
。                             

と　
き　
８
月
20
日
（
木
）
〜
22
日
（
土
） 

と
こ
ろ　
萩
市
民
館

今年の萩の夏は もっと 
皆さん、今年の夏の計画はもう立てられましたか？
この季節になると、自然と萩の夏の風景が、皆さんの心の中にも浮かんでくるのでは
ふるさと萩は、今年もあなたの帰りを首を長くしてまっています。

第
１
回　

日
本
一
小
さ
な
火
山
「
笠
山
」

は

午後５時〜・午後７時 30 分〜
　　　　　　　　（会場　ツイン・シネマ）

いずれも午後１時 30 分〜
　　　　　　　　　　　（会場　萩市民館）

「ビヨンド・サイレンス」から



攘 夷 戦 の 裏 で 密 航 留 学
幕 府 や 薩 摩 と 西 洋 化 競 っ た 長 州 藩

（４）

維新の長州　〜主役の背景〜③

英国へ密航留学した前列右から山尾、井上、後列右から
伊藤、野村、遠藤（マツノ書店発行「伊藤公実録」より）

初めて西洋学所が開かれた南園址
（萩市江向、現在萩自動車学校）

攘
夷
開
戦
２
日
後
、
伊
藤
博
文
ら

　
　
　

５
人
イ
ギ
リ
ス
へ
密
航
留
学

　

攘
夷
は
い
っ
た
ん

　
　
　
　
　

日
本
の
武
を
示
す
だ
け

　

機
会
あ
る
度
に
藩
士
を
海
外
へ

　

洋
学
所
の
開
設
は

　
　
　
　

幕
府
よ
り
半
年
早
か
っ
た

　
い
っ
た
ん
攘
夷
戦
の
兵
端
を
開
き
外
国
と
絶

交
状
態
に
な
れ
ば
、
こ
と
を
進
め
る
の
が
む
つ

か
し
く
な
る
と
い
う
判
断
だ
っ
た
。

　
当
時
、「
尊
王
攘
夷
」
は
長
州
藩
の
看
板
で
あ

る
。
陰
で
外
国
に
通
じ
て
い
る
の
で
は
と
、
攘

夷
の
姿
勢
を
疑
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
同
席
し

た
藩
幹
部
の
一
人
が
付
け
加
え
た
。「
も
し
外

に
漏
れ
れ
ば
長
州
に
二
心
あ
る
よ
う
に
疑
わ
れ

る
。
秘
す
べ
し
」

　
歴
史
に
名
高
い
こ
の
５
人
の
密
航
は
、
あ
の

榎
本
武
揚
や
西
周
ら
幕
府
派
遣
の
留
学
生
に
遅

れ
る
こ
と
わ
ず
か
８
カ
月
、
わ
が
国
の
欧
米
留

学
の
第
２
号
だ
っ
た
。
薩
摩
藩
が
15
人
の
留
学

生
を
英
国
へ
密
航
さ
せ
る
の
は
こ
れ
よ
り
２
年

の
後
で
あ
る
。

　
な
ぜ
長
州
藩
は
こ
の
時
、
攘
夷
の
裏
で
密
航
留
学

を
急
い
だ
の
か
。
周
布
が
洋
行
資
金
の
一
時
立
替
え

を
頼
ん
だ
江
戸
商
人
に
こ
う
言
っ
て
い
る
。

　
「
今
、
尊
王
攘
夷
は
当
然
の
与
論
で
あ
る
が
、
こ

　
こ
の
密
航
留
学
以
前
に
も
、
長
州
藩
は
積
極
的
に

機
会
を
と
ら
え
藩
士
を
海
外
へ
派
遣
し
た
。
い
ず
れ

も
幕
府
の
使
節
派
遣
や
調
査
・
視
察
行
に
便
乗
し
た

の
だ
。

　
長
州
藩
士
の
欧
米
渡
航
の
第
１
号
は
、
万
延
元
年

（
１
８
６
０
）、
日
米
通
商
条
約
の
批
准
の
た
め
ア
メ

リ
カ
へ
渡
っ
た
幕
府
使
節
に
随
行
し
た
北
条
源
蔵
。

汽
船
壬
戌
丸
の
船
長
や
銃
砲
・
火
薬
製
造
局
長
に
な

り
、
藩
兵
制
の
西
洋
化
に
貢
献
し
た
。

　
翌
年
、
遣
欧
使
節
に
同
行
し
て
仏
、
英
、
蘭
、
普

な
ど
６
カ
国
を
回
っ
た
杉
孫
七
郎
は
欧
州
洋
行
の
最

初
。
同
じ
年
、
壬
戌
丸
の
２
代
目
船
長
に
な
る
桂
右

衛
門
と
山
尾
庸
三
が
函
館
奉
行
所
属
の
船
で
露
領
ア

ム
ー
ル
を
調
査
。
そ
の
翌
年
に
は
高
杉
晋
作
が
幕
府

の
千
歳
丸
で
上
海
に
行
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
西
洋
化
を
進
め
る
拠
点
に
な
る
、
い

わ
ゆ
る
洋
学
所
の
開
設
は
、
長
州
藩
の
西
洋
学
所
が

安
政
２
年
（
１
８
５
５
）
９
月
、
幕
府
の
蕃
書
調
所

は
翌
年
２
月
、
驚
く
こ
と
に
長
州
藩
が
半
年
早
か
っ

た
。
蕃
書
調
所
は
曲
折
の
の
ち
東
京
帝
国
大
学
に
な

る
の
だ
が
、
当
時
か
ら
扱
う
間
口
は
広
か
っ
た
よ
う

だ
。

　
長
州
藩
の
西
洋
学
所
の
方
は
、
多
事
多
難
な
切
迫

し
た
情
勢
か
ら
、
た
ち
ま
ち
兵
学
校
の
よ
う
に
な
っ

た
。

「
砲
術
、
砲
台
築
造
・
兵
器
製
造
法
そ
の
他
洋
式
便

利
の
事
物
を
研
究
」
さ
せ
た
と
い
う
。

　
長
州
藩
の
軍
事
の
西
洋
化
に
尽
く
し
た
の
は
山
田

　
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
５
月
10
日
、
こ
の
日
は

幕
府
が
朝
廷
に
約
束
し
た
攘
夷
期
限
の
日
だ
っ
た
。

だ
が
実
際
に
外
国
勢
を
撃
ち
払
っ
た
の
は
、
長
州
・

馬
関
（
下
関
）
の
砲
台
た
だ
一
カ
所
。
あ
た
か
も
日

本
を
代
表
し
て
攘
夷
を
決
行
し
た
長
州
藩
だ
っ
た

が
、
２
日
後
の
５
日
12
日
、
ひ
そ
か
に
５
人
の
長
州

青
年
が
英
国
船
に
乗
り
横
浜
を
出
港
し
た
。

　
上
海
経
由
で
英
国
へ
留
学
す
る
井
上
聞
多
、
野
村

弥
吉
、
遠
藤
謹
助
、
山
尾
庸
三
、
伊
藤
春
輔
（
連
名

で
藩
重
役
へ
出
し
た
手
紙
の
署
名
順
）。
聞
多
は
後

年
の
馨
、
春
輔
は
博
文
、
野
村
弥
吉
は
最
近
、
旧
萩

駅
舎
に
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
た
「
日
本
鉄
道
の
父
」

井
上
勝
で
あ
る
。
ま
だ
、
一
般
の
海
外
渡
航
は
国
禁

だ
っ
た
。

　
５
人
に
５
カ
年
の
暇
を
与
え
密
航
留
学
さ
せ
た
の

は
ま
さ
に
長
州
藩
政
府
で
あ
る
。
航
海
術
を
学
び
帰

国
の
後
は
「
海
軍
一
途
の
ご
奉
公
を
」
と
命
じ
て
い

る
。
攘
夷
決
行
を
前
に
密
航
の
周
旋
を
し
た
の
は
藩

重
役
・
周
布
政
之
助
、
西
洋
学
兵
学
教
授
・
村
田
蔵

六
（
大
村
益

次
郎
）
ら
だ
っ
た
。
２
人
は
５
人
の
洋
行
手
当
金

５
０
０
０
両
の
工
面
ま
で
し
た
。

←

←

←

←

←

　今年は明治維新から 130 年。長州藩が維新回天の主役になれた背景
を考えるシリーズの３回目。今回は、長州藩が西洋の技術の摂取におい
て常に幕府や薩摩、肥前と競い、先頭集団を走り続けたことにふれたい。
技術は言うまでもなく軍事・軍備が中心で、攘夷戦から藩内戦、対幕戦、
戊辰戦争と続いた、長く厳しい革命戦争を戦い抜く武力もそこから生ま
れた。懸命な努力を払った西洋化。時には、表で欧米列強へ戦いを挑み
ながら、裏では将来に備え留学生を密航させるしたたかさを見せた。



（５）

　
高
校
時
代
は
勉
強
も
そ
こ
そ
こ
し
た

様
に
思
う
が
、
想
い
出
と
な
る
と
ど
う

し
て
も
悪
事
が
浮
か
ん
で
来
る
も
の

だ
。
河
村
順
好
（
林
兼
産
業
）、
今
地

正
幸
（
Ｋ
Ｂ
Ｃ
・
故
人
）、
村
田
昌
志

（
萩
）
達
と
空
気
銃
を
持
っ
て
勝
手
に

他
人
の
夏
み
か
ん
畠
に
も
ぐ
り
込
み
、

今
、
保
護
鳥
と
な
っ
て
い
る
ヒ
ヨ
、
ツ

グ
ミ
、
ス
ズ
メ
、
山
鳩
な
ど
、
時
に
は

間
違
っ
て
家
鳩
ま
で
撃
ち
落
と
し
食
っ

て
し
ま
っ
た
。
当
時
、
食
糧
難
で
蛇
、

か
え
る
、
ま
で
食
っ
て
い
た
時
代
だ
か

ら
お
許
し
願
い
た
い
の
だ
が
、
家
鳩
が

意
外
に
も
た
い
へ
ん
美
味
だ
っ
た
事
も

白
状
し
て
お
こ
う
。

　
中
学
時
代
は
米
の
運
び
屋
が
想
い
出

深
い
。
青
白
き
商
社
マ
ン
だ
っ
た
父
が

突
然
百
姓
を
や
る
と
言
っ
て
、
阿
武
郡

紫
福
村
に
単
身
赴
任
し
て
し
ま
っ
た
。

私
は
週
に
一
度
、
自
転
車
で
家
庭
用
の

米
を
も
ら
い
に
行
く
の
が
仕
事
と
な
っ

た
。
往
き
は
大
井
ま
で
乗
っ
て
行
き
、

そ
こ
か
ら
は
川
沿
い
に
急
坂
を
手
押
し

で
紫
福
村
ま
で
昇
る
。
相
当
つ
ら
い
行

程
だ
が
、
帰
り
は
福
栄
村
経
由
で
松
陰

神
社
ま
で
す
べ
て
下
り
坂
、
楽
な
こ
と

こ
の
上
な
い
。
帰
り
の
楽
さ
を
た
の
し

み
に
昇
り
の
つ
ら
さ
に
耐
え
た
事
が
な

つ
か
し
く
想
い
出
さ
れ
る
。
現
在
、
健

脚
で
過
ご
せ
て
い
る
の
は
、
こ
の
経
験

の
お
蔭
と
感
謝
し
て
い
る
。

入
れ
て
い
る
。 

地
球
環
境
と
い
う
の

は
、
21
世
紀
に
向
け
て
の
最
大
の
ト
レ

ン
ド
だ
と
思
う
。
こ
れ
に
対
応
す
る
組

織
と
し
て
平
成
７
年
に
環
境
開
発
班
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
限
ら
れ
た
資
源
を

無
駄
な
く
活
用
す
る
た
め
リ
サ
イ
ク
ル

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
展
開
と
回
収
シ
ス
テ

ム
の
構
築
が
事
業
の
柱
だ
。

　
地
球
環
境
に
負　
荷
の
少
な
い
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
優
先
的
に
購
入
す
る
と

い
う
グ
リ
ー
ン
購
入
の
意
識
の
普
及
に

よ
り
、
現
在
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
の
再

生
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
を
使
用
し
た
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
が
注
目
を
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、「
ナ
イ
ロ
ン
６
」
を
使
用
し
た
制

服
は
、
使
用
後
、
回
収
す
れ
ば
半
永
久

的
に
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
だ
。

　
人
体
環
境
に
関
し
て
は
、
今
後
ま
す

ま
す
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
る
「
安
全
」

「
健
康
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
電
磁
波

障
害
を
軽
減
す
る
も
の
や
ア
ト
ピ
ー
対

応
の
制
服
な
ど
を
手
が
け
て
い
る
。

て
は
、
昨
今
、
少
々
小
粒
に
な
っ
た
様

に
感
じ
る
。
今
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い

と
思
う
が
、
小
学
校
の
時
か
ら
萩
の
歴

史
を
教
え
、
将
来
、
日
本
の
み
に
と
ど

ま
ら
ず
世
界
を
動
か
す
人
材
が
輩
出
す

る
様
な
下
地
を
“
教
育
”
で
作
っ
て
頂

き
た
い
。

　
も
う
一
つ
は
、
当
面
、
萩
の
活
性
化

に
は
観
光
を
除
い
て
は
考
え
ら
れ
な
い

と
思
う
の
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
は
“
お

も
て
な
し
”
の
マ
ナ
ー
に
欠
け
て
い
る

様
な
気
が
す
る
。
感
謝
の
気
持
ち
は
あ

る
の
だ
ろ
う
が
演
出
が
下
手
で
あ
る
。

サ
ー
ビ
ス
業
も
世
代
交
代
で
変
化
で
き

る
時
期
に
来
て
い
る
と
思
う
。
若
手
の

奮
起
で
何
度
で
も
行
き
た
い
“
萩
”
へ

の
変
身
を
期
待
し
ま
す
。

　ズーム
　 アップ  

長州藩の改革を指導し、５人
を密航させた周布政之助

（村田清風パンフレットより）

　
今
回
は
、
創
業
95
周
年
を
迎
え
た
繊
維
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
「
株
式

会
社
チ
ク
マ
」
の
代
表
取
締
役
社
長
と
し
て
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
藤
山

篤
さ
ん
に
登
場
い
た
だ
き
、
会
社
を
あ
げ
て
取
組
ま
れ
て
い
る
、
地
球

環
境
そ
し
て
人
体
環
境
に
や
さ
し
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
開
発
な
ど
「
環

境
事
業
へ
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
熱
い
胸
の
う
ち
を
、
又
中
学
・
高

校
時
代
の
萩
の
想
い
出
な
ど
な
つ
か
し
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
株
）
チ
ク
マ
代
表
取
締
役
社
長

藤ふ
じ
や
ま

山
　

篤あ
つ
し

氏

萩
の
想
い
出
は

　
当
社
は
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
主
力
と
し

て
他
に
紳
士
・
婦
人
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア

パ
レ
ル
な
ど
繊
維
関
連
を
手
広
く
扱
っ

て
い
る
が
、
特
に
主
力
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
に
つ
い
て
は
、
園
児
服
か
ら
老
人
介

護
衣
料
ま
で
、
そ
れ
こ
そ
、“
ゆ
り
か

ご
か
ら
墓
場
ま
で
”
全
国
民
に
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
現
在
、

地
球
環
境
そ
し
て
人
体
環
境
に
や
さ
し

い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
開
発
提
供
に
力
を

　
萩
に
つ
い
て
は
天
下
に
誇
れ
る
堂
々

た
る
歴
史
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
し

萩
へ
の
期
待
を

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
３
４
年
２
月
生
ま
れ
。
１
９
５
２

年
３
月
萩
高
卒
業
。
１
９
５
８
年
３

月
同
志
社
大
学
卒
業
後
竹
馬
産
業
株

式
会
社
（
現
株
式
会
社
チ
ク
マ
）
入

社
。
常
務
取
締
役
営
業
副
本
部
長
を
経

て
１
９
９
５
年
２
月
代
表
取
締
役
社
長

に
就
任
。 

趣
味
は
磯
釣
り
、
ゴ
ル
フ
、

音
楽
な
ど

（
萩
高
４
期
卒
）

れ
は
い
っ
た
ん
日
本
の
武
を
外
国
に
示
す
だ
け
で
、

必
ず
各
国
交
通
の
日
が
来
る
。
そ
の
時
、
西
洋
の
事

情
を
熟
知
し
て
い
な
け
れ
ば
、
わ
が
国
の
一
大
不
利

益
に
な
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
時
用
い
る
（
生
き
た
）

機
械
と
し
て
彼
ら
を
英
国
へ
や
り
た
い
の
だ
」

亦
介
、
来
原
良
蔵
、
大
村
益
次
郎
た
ち
だ
が
、「
西

洋
の
長
ず
る
所
を
取
り
用
い
る
」
こ
と
に
常
に
積

極
果
敢
だ
っ
た
藩
主
毛
利
敬
親
の
存
在
も
ま
た
大
き

か
っ
た
。

  

そ
の
敬
親
に
「
将
及
私
言
」
を
建
白
し
、
吉
田
松

陰
が
西
洋
兵
学
採
用
の
急
務
を
説
い
た
の
は
、
嘉
永

６
年
（
１
８
５
３
）
の
こ
と
だ
っ
た
。

      　
　
（
元
毎
日
新
聞
編
集
委
員
・
北
村  

知
紀
）

←環
境
事
業
へ
の
取
り
組
み
は



（６）

◯
研
究
棟

　

１
戸
建
て
感
覚
の
傾
斜
屋
根
の
建
物
群
が
４
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
散
配
置
さ
れ
ま
す
。
研
究
室
と
演
習
室

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合
わ
せ
、
教
員
と
学
生
に
ゆ

と
り
あ
る
研
究
の
場
を
作
り
出
す
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◯
講
義
棟

　
学
生
が
講
義
を
受
け
る
講
義
棟
は
、
講
義
室
が
階

段
状
に
な
っ
て
い
る
大
教
室
や
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室

等
、
目
的
に
合
わ
せ
て
建
物
を
４
棟
に
分
け
、
シ
ン

プ
ル
な
外
観
で
統
一
さ
れ
ま
す
。

◯
図
書
館

　

レ
ン
ガ
タ
イ
ル
の
壁

画
と
２
階
ま
で
吹
き
抜

け
の
広
い
窓
を
用
い

て
、
大
学
の
中
心
施
設

に
ふ
さ
わ
し
い
豊
か
な

空
間
を
作
り
出
す
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
図

書
館
に
は
、
一
般
図
書
、

国
際
学
・
経
営
情
報
学

の
専
門
書
が
多
数
収
蔵

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
誰
も
が

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
一
般
開
放
さ

れ
る
予
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。

◯
本
部
棟

　
曲
面
の
大
壁
を
正
面
に
用
い
、
大
学
の
本
部
と
し

て
重
厚
感
の
あ
る
建
物
に
な
り
ま
す
。
南
側
は
レ
ン

ガ
タ
イ
ル
の
壁
面
と
広
い
窓
を
用
い
、
明
る
い
事
務

室
・
学
生
ホ
ー
ル
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

◯
体
育
館

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
を
２
面
取
れ
る
メ
イ
ン
ア

リ
ー
ナ
と
柔
道
場
、
剣
道
場
か
ら
な
る
屋
内
運
動
施

設
と
な
り
ま
す
。

歴
史
の
町
か
ら
未
来
へ
発
信　

萩
国
際
大
学

・
・
・
・
校
舎
建
設
工
事
も
本
格
的
に

研 究 棟

■
大
学
施
設
は
・
・
・

　
来
春
の
開
学
を
目
指
し
て
、
現
在
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
萩
国
際
大
学
。
大
学
の
校
舎

は
周
囲
の
緑
豊
か
な
萩
の
山
々
の
景
観
に
配
慮
し
て
、
全
て
低
層
と
な
っ
て
い
ま
す
。
留
学
生
の

受
け
入
に
つ
い
て
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
会
が
留
学
生
の
歓
迎
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

■
留
学
生
歓
迎
会
を
開
催

　
現
在
、
萩
女
子
短
期
大
学
に
は
中
国
人
の
留
学
生

が
９
名
学
ん
で
い
ま
す
。

　
前
回
紹
介
し
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
会
が
６
月

23
日
に
留
学
生
歓
迎
会
を
萩
女
子
短
期
大
学
で
開
催

し
ま
し
た
。
最
初
の
内
は
お
互
い
に
緊
張
気
味
で
し

た
が
、
会
が
進
む
に
つ
れ
て
緊
張
感
も
ほ
ぐ
れ
、
留

学
生
と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
が
身
ぶ
り
手
振
り

を
交
え
て
会
話
す
る
光

景
が
見
ら
れ
る
な
ど
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
内

に
会
が
閉
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　

留
学
生
を
支
え
る
輪

と
し
て
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
会
の
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

萩
市
の
名
誉
市
民
で
、
３
月
30
日
に

87
歳
で
ご
逝
去
さ
れ
た
田
中
龍
夫
元
国

務
大
臣
の
萩
市
葬
が
、
５
月
13
日
萩
市

民
館
で
執
り
行
わ
れ
、
約
１
０
０
０
人

の
方
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。            

　

葬
儀
委
員
長
の
野
村
萩
市
長
は
「
萩

に
生
ま
れ
、
常
に
萩
を
気
づ
か
わ
れ
な

が
ら
戦
後
の
わ
が
国
の
政
治
の
重
鎮
と

し
て
ご
活
躍
さ
れ
た
功
績
は
、
萩
市
民

の
胸
中
に
生
き
、
そ
の
温
容
は
い
つ
ま

で
も
心
の
な
か
に
生
き
続
け
る
で
し
ょ

う
。
日
本
の
政
治
に
か
た
む
け
ら
れ
た

　

萩
出
身
で
関
西
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い

た
（
株
）
新
橋
代
表
取
締
役
社
長
の
日

隈
広
吉
氏
（
大
阪
府
箕
面
市
在
住
）
が
、

か
ね
て
か
ら
病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
去

る
５
月
31
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。（
享

年
78
歳
）    

　

氏
は
ふ
る
さ
と
萩
へ
の
熱
い
思
い
か

ら
、
平
成
２
年
に
は
田
床
山
、
川
島
、

見
島
な
ど
に
桜
の
成
木
約
１
０
０
０
本

を
、
平
成
４
年
に
は
萩
往
還
梅
林
園
に

梅
の
苗
木
２
５
０
本
を
寄
贈
さ
れ
、
市

民
や
観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

す
。

　

今
年
で
23
回
を
数
え
る
「
日
隈
旗
争

奪
萩
近
郊
柔
道
大
会
」
に
、
昭
和
46
年

か
ら
運
営
経
費
を
負
担
さ
れ
る
な
ど
、

名
誉
市
民
・
故
田
中
龍
夫
元

国
務
大
臣
の
萩
市
葬　

市
民
ら
１
０
０
０
人
が
参
列  

日ひ
の
く
ま
こ
う
き
ち

隈
広
吉
氏  

ご
逝
去   

熱
き
情
熱
に
お
応
え
す
る
た
め
に
も
、

愛
郷
の
地
萩
の
今
後
の
発
展
の
た
め
努

力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
追
悼
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
ご
長
男
素も

と
お夫

氏
ら
ご
遺
族
、

参
列
者
の
方
々
が
ス
テ
ー
ジ
に
設
け
ら

れ
た
祭
壇
に
菊
の
花
を
さ
さ
げ
、
故
人

の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

大
正
10
年
５
月
25
日
生　

萩
商
業
高
校
昭
和
14
年
卒
業

萩
柔
道
会
へ
も
多
く
の
ご
支
援
を
い
た

だ
い
て
き
ま
し
た
。

　

競
馬
フ
ァ
ン
で
も
あ
る
氏
は
、
競
走

馬
約
１
０
０
頭
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
り
、

特
に
ハ
ギ
ノ
カ
ム
イ
オ
ー
、ハ
ギ
ノ
ト
ッ

プ
レ
デ
ィ
等
萩
の
名
を
付
け
た
名
馬
が

多
く
の
記
念
大
会
で
優
勝
し
、
萩
の
名

を
高
ら
し
め
て
き
ま
し
た
。

　

故
日
隈
氏
の
萩
へ
の
熱
い
思
い
に
応

え
る
よ
う
に
、
寄
贈
い
た
だ
い
た
桜
や

梅
は
こ
れ
か
ら
も
咲
き
続
け
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。 
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み
ち
の
く
松
陰
道
竣
工

　
本
年
２
月
「
み
ち
の
く
松
陰
道
」
の
開
通
式
に
参
加
し
て
欲
し

い
と
の
一
通
の
招
待
状
が
届
く
。
差
出
し
は
青
森
県
歴
史
の
道
整

備
促
進
協
議
会
。

　
嘉
永
５
年
（
１
８
５
１
年
）
松
陰
先
生
は
当
時
ロ
シ
ア
艦
隊
が

出
没
し
物
議
を
か
も
し
て
い
る
北
辺
警
備
の
視
察
の
た
め
津
軽
半

島
を
訪
ね
る
。
春
ま
だ
浅
い
半
島
の
小こ

ど
ま
り
む
ら

泊
村
か
ら
三み

ん
ま
や
む
ら

厩
村
へ
と
雪

深
い
中
を
、
大
変
苦
労
し
な
が
ら
横
断
。
そ
の
足
跡
を
辿
り
、
そ

の
道
を
歴
史
の
道
「
松
陰
道
」
と
し
て
復
元
整
備
し
よ
う
と
の
運

動
が
起
こ
り
、
先
般
５
月
31
日
に
竣
工
し
た
。

　
津
軽
半
島
は
遅
い
初
夏
の
訪
れ
の
中
で
若
葉
が
や
っ
と
出
揃
い

新
緑
の
季
節
に
入
っ
た
ば
か
り
。
萩
と
は
一
ヶ
月
遅
れ
の
季
節
の

推
移
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
若
葉
の
中
に
立
派
な
ア
ー
チ
が
設
け

ら
れ
、
青
森
県
、
周
辺
市
町
村
等
の
代
表
者
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク

う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し

た
そ
の
ア
ー
チ
の
両
側

に
「
至
誠
に
し
て
動
か

ざ
る
者
は
、
未
だ
之
れ

有
ら
ざ
る
な
り
」、「
志

う
。
こ
の
旧
宅
を
守
っ
て
い
る
養
生
会
の
方
々
と
懇
談
し
て
い
る

と
今
な
お
松
陰
先
生
と
の
縁
を
大
切
に
す
る
津
軽
の
方
々
に
畏
敬

と
も
言
え
る
気
持
ち
を
も
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
松
陰
先
生
が

と
り
も
つ
不
思
議
な
縁
に
驚
き
な
が
ら
梅
軒
宅
を
辞
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萩
市
長　
野
村
興
兒

姿
の
松
陰
道
踏
破
の
会

の
会
員
等
２
０
０
人
を

超
え
る
関
係
者
の
参
加

の
中
で
竣
工
式
典
が
始

ま
る
。
整
備
促
進
協
議

会
会
長
の
塚
本
中
里
町

長
、
副
知
事
の
挨
拶
は

い
ず
れ
も
松
陰
先
生
の

業
績
を
讃
え
、
津
軽
の

足
跡
に
思
い
を
至
し
、

松
陰
の
道
整
備
の
運
動

の
歴
史
を
回
顧
す
る
と

と
も
に
そ
の
完
成
を
祝

者
で
も
あ
る
。
そ

し
て
東
北
旅
行
の

松
陰
先
生
が
こ
の

梅
軒
を
訪
ね
た
こ

と
を
解
説
す
る
。

二
人
が
語
り
合
っ

た
部
屋
は
、
松
陰

室
と
名
づ
け
ら
れ

今
な
お
当
時
の
ま

ま
保
存
さ
れ
て
い

る
。
正
面
に
松
陰

像
が
掲
げ
ら
れ
ゆ

か
り
の
文
物
が
掲

示
さ
れ
て
い
る
。

松
陰
先
生
が
当
宅

を
訪
問
し
た
３
月

１
日
を
記
念
し
毎

年
松
陰
祭
が
開
催

さ
れ
て
い
る
と
言

竜飛崎に立つ松陰の記念碑

みちのく松陰道記念式典の風景

　
式
典
終
了
後
、
津
軽
の
北
端
竜
飛
崎
へ
行
く
と
松
陰
先
生
の
漢

詩
を
刻
ん
だ
石
碑
が
あ
っ
た
。
聞
け
ば
こ
の
津
軽
の
地
に
松
陰
先

■
竜
飛
崎
の
記
念
碑

■
弘
前
の
松
陰
祭

生
の
足
跡
を
記
念
し
数
多
く
の
記
念
碑
が
あ
る
と
の
こ
と
、
真
に

驚
き
で
あ
る
。

　
帰
路
弘
前
へ
立
寄
り
、
伊
藤
梅
軒
の
旧
宅
を
訪
ね
る
。
過
日
Ｎ

Ｈ
Ｋ
が
司
馬　
太
郎
の
「
街
道
を
行
く
」
を
番
組
化
し
第
一
回
目

を
北
の
ま
ほ
ろ
ば
と
題
し
て
放
映
し
た
折
り
そ
の
冒
頭
に
登
場
す

る
津
軽
の
儒
学
者
で
あ
り
海
岸
防
備
の
任
に
当
た
っ
て
い
た
兵
学

みちのく松陰道の入口

を
立
て
て　
以
て
万
事
の
源
と
為
す
」
と
の
松
陰
先
生
の
言
葉
が

記
さ
れ
て
い
た
。
一
四
七
年
も
の
昔
、
し
か
も
ほ
ん
の
短
期
間
の

津
軽
訪
問
に
こ
れ
程
に
も
こ
だ
わ
り
を
持
ち
そ
の
足
跡
を
大
事
に

さ
れ
る
の
か
と
の
思
い
に
か
ら
れ
な
が
ら
、
松
陰
先
生
生
誕
の
地

の
萩
を
代
表
し
て
私
か
ら
竣
工
の
お
祝
い
と
、
足
跡
を
大
事
に
さ

れ
て
い
る
こ
と
へ
の
お
礼
の
挨
拶
を
申
し
上
げ
た
。

松陰室の内部の様子

東
北
津
軽
半
島
・

　
　
　
　
弘
前
市
に
松
陰
の
足
跡
を
訪
ね
て
・
・
・



（８）

　

萩
の
新
し
い
産
物
を
産
み
だ
そ
う
と
、
平

成
５
年
３
月
に
萩
市
越
ヶ
浜
の
笠
山
の
麓
に

産
声
を
あ
げ
た
「
萩
ガ
ラ
ス
工
房
」
が
、
こ

の
度
、
め
で
た
く
５
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

萩
ガ
ラ
ス
工
房
の
魅
力
の
ひ
と
つ
に
、
実

際
に
自
分
の
手
で
ガ
ラ
ス
作
り
が
体
験
で
き

る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
観
光
客
の
人
気
を
呼

ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
体
験
希
望
者
が
増
え
、

工
房
が
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
、

体
験
教
室
コ
ー
ナ
ー
を
増
築
し
、
ゆ
と
り
の

あ
る
ガ
ラ
ス
工
房
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

併
せ
て
藤
田
洪
太
郎
社
長
の
念
願
で
あ
っ
た

身
障
者
用
の
ト
イ
レ
も
設
置
さ
れ
、
観
光
客

羽
ば
た
け
世
界
へ
！

相
島
出
身
の
西
村
好よ

し
み
ち道

君

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
漕
艇
選
手
権
大
会
に
出
場

　
山
口
県
立
水
産
高
校
（
長
門
市
仙
崎
）
３
年
の
西
村
好

道
君
が
、
８
月
５
日
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
オ
ッ
テ
ン
ハ

イ
ム
で
開
催
さ
れ
る
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
漕
艇
選
手
権
大
会
・

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
の
部
（
２
０
０
０
ｍ
）
に
日
本
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
す
。

　
西
村
君
は
、
萩
市
立
相
島
中
学
校
出
身
で
水
産
高
校
に

入
学
と
同
時
に
漕
艇
部
に
入
部
。
昨
年
の
貧
血
の
治
療
後
、

そ
の
恵
ま
れ
た
体
（
身
長
１
９
１
ｃ
ｍ
）
を
生
か
し
ぐ
ん

ぐ
ん
と
力
を
つ
け
、
今
年
に
入
っ
て
出
場
し
た
大
会
で
は

全
て
に
優
勝
。
６
月
６
、７
日
に
埼
玉
県
戸
田
市
で
開
か
れ

た
最
終
選
考
会
で
優
勝
し
、
今
回
の
日
本
代
表
と
な
っ
た

も
の
で
す
。
同
校
は
も
ち
ろ
ん
山
口
県
か
ら
も
初
め
て
の

出
場
と
な
り
ま
す
。

　
「
日
本
代
表
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
に
、
一
所
懸

命
練
習
し
て
い
い
結
果
が
出
せ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
目

標
は
フ
ァ
イ
ナ
ル
Ａ（
決
勝
戦
）ま
で
残
る
こ
と
で
す
」と
、

西
村
君
。
ま
た
、
同
高
関
係
者
は
「
今
回
の
出
場
は
、
西

村
君
の
勤
勉
さ
と
誠
実
さ
の
た
ま
も
の
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

　
日
本
か
ら
は
西
村
君
の
ほ
か
男
女
８
名
の
選
手
が
世
界

選
手
権
に
出
場
、
７
月
11
日
か
ら
始
ま
る
琵
琶
湖
の
合
宿

を
経
て
、
７
月
29
日
に
日
本
を
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
西
村
君
の
健
闘
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

活躍が期待される
　　　西村好道君

　

み
な
さ
ん
、「
ソ
ウ
ル
ポ
ッ
プ
」
を

ご
存
じ
で
す
か
。
フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ン
グ

ル
「
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ　
Ｓ
ｏ
ｕ
ｌ
」
は
と
っ

中
村
光
志　
い
よ
い
よ
全◎

国◎

デ◎

ビ◎

ュ◎

ー◎

！

　
１
９
９
８
年
３
月
発
行
の
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
第
19
号
で
紹
介
し
た
、
見
島
出

身
の
歌
手
中
村
光
志
さ
ん
が
、
い
よ
い
よ
全
国
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
ま
す
。

　
中
村
さ
ん
本
人
か
ら
、
Ｃ
Ｄ
の
紹
介
と
、
抱
負
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

で
ぜ
ひ
き
い
て
く
だ
さ
い
。

デ
ビ
ュ
ー
に
対
し
て
・
・
・

　

抱
負
を
語
る
と
長
く
な
る
の
で
す

が
、
今
の
一
番
近
い
場
所
の
目
標
は
、

８
月
24
日
に
出
る
ア
ル
バ
ム
を
い
い
物

に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
後
の
ラ
イ

ブ
活
動
で
す
。
最
終
的
に
は
、
横
浜
ス

タ
ジ
ア
ム
位
で
や
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
応
援
お
願
い
し
ま
す
。

■
中
村
光
志
デ
ビ
ュ
ー
シ
ン
グ
ル

「
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ　
Ｓ
ｏ
ｕ
ｌ
」（
カ
ッ
プ
リ

ン
グ　
ｈ
ｏ
ｐ
ｅ
〜
Ｔ
ｈ
ｅ　
ｄ
ａ
ｒ

ｋ　
ｂ
ｌ
ｕ
ｅ　
ｓ
ｋ
ｙ
〜
）

発
売
日　
７
月
23
日
（
木
）

萩市助役に杉山氏・収入役に中原氏
萩市教育委員会教育長に岡村氏
　萩市議会は６月萩市議会定例会最終日の６月 24 日に、
７月 15 日で任期満了となる木村進助役の後任に杉山圭佑
収入役、また杉山氏の後任に中原冨夫総務部長をそれぞ
れ選任する人事案件に同意しました。就任は、７月 16 日
からです。
　また、３月萩市議会定例会で萩市教育委員会教育長に、
岡村哲夫氏の選任を同意、４月から就任しています。

萩市教育委員会教育長
　　岡村哲夫（64 歳）

に
優
し
い
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

　

萩
に
帰
省
さ
れ
た
折
り
に
は
、
萩
ガ
ラ
ス

を
見
て
、
購
入
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
新

し
い
体
験
教
室
で
、
自
分
だ
け
の
萩
ガ
ラ
ス

を
造
っ
て
み
る
の
も
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
体
験
教
室
の
ト
イ

レ
を
ぜ
ひ
一
度
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
洗
面
台

が
、
以
前
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
も
紹
介
し
た

「
会
津
塗
り
萩
ガ
ラ
ス
」
で
造
ら
れ
て
お
り
、

な
か
な
か
の
味
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
５
年
、10
年
と
「
萩
ガ
ラ
ス
」
が
、

萩
焼
や
海
産
物
の
よ
う
な
「
萩
」
な
ら
で
は

の
特
産
物
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　萩高校卒。54 年萩市職
員。財政課長、総務部長な
どを経て 95 年から収入役。

　水産高校卒。59 年萩市
職員。企画課長、経済部長、
総務部長などを歴任。

　法政大学卒。見島中学校校
長、萩第一中学校校長。この
３月まで総務庁行政相談員。

萩市助役
　　杉山圭佑（62 歳）

萩市収入役
　　中原冨夫（59 歳）

て
も
か
っ

こ
い
い
曲

で
す
。
二

度
三
度
聴

く
ほ
ど
良

く
な
る
と

思
い
ま
す
。

カ
ッ
プ
リ

ン
グ
も
馴

染
み
や
す

い
曲
な
の

萩
ガ
ラ
ス
工
房
が
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
！



に
首
都
圏
な
ど
に
売
り
出
し
を
行
い
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
も
好
評
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
今
後
の
、
萩
の
鮮
魚
の
目
玉

商
品
と
し
て
も
期
待
が
か
か
り
ま

す
。

　

ま
た
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん

で
き
た
山
口
県
漁
連
で
は
、
こ
れ

を
機
に
販
路
拡
大
を
図
ろ
う
と

様
々
な
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
萩
発
の
全
国
ブ
ラ
ン
ド

の
誕
生
に
、
関
係
者
ば
か
り
で
な

く
、
市
民
も
大
き
な
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
。

　
鮮
魚
店
や
ス
ー
パ
ー
で
、「
萩
の

瀬
つ
き
あ
じ
」
を
見
掛
け
た
ら
、

手
に
と
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
ぜ
ひ
、
旬
の
「
萩
の
瀬
つ
き

あ
じ
」
の
「
味
」
を
堪
能
し
て
く

だ
さ
い
。

　
１
９
９
７
年
７
月
発
行
の
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
16
号
で
紹
介
し
た
、「
萩
の
瀬
つ
き
あ
じ
」。

新
し
い
萩
の
味
覚
と
し
て
売
り
出
し

て
き
た
、こ
の
「
萩
の
瀬
つ
き
あ
じ
」

が
、
特
許
庁
の
商
標
登
録
に
認
証
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
Ｐ
Ｒ
に
も
一

層
弾
み
が
つ
き
そ
う
で
す
。

　
「
萩
の
瀬
つ
き
あ
じ
」
と
は
、
萩

沖
の
岩
場
（
瀬
）
に
住
み
着
く
こ
と

か
ら
名
付
け
ら
れ
た
「
ま
あ
じ
」
の

こ
と
で
す
。
萩
沖
は
暖
流
と
寒
流
が

交
わ
る
好
漁
場
で
、
萩
や
仙
崎
の
漁

港
に
年
間
約
５
０
０
０
ｔ
が
水
揚

げ
さ
れ
ま
す
。
今
が
旬
で
、
萩
沖
の

も
の
は
丸
々
と
太
り
、
脂
も
の
っ
て

い
る
た
め
、
以
前
か
ら
市
民
の
間
で

は
美
味
し
い
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し

た
。

　

昨
年
夏
に
は
、
萩
物
産
協
会
が
試
験
的

（９）

　

当
日
は
、
野
村
萩
市
長
、
二
井

山
口
県
知
事
ら
１
５
１
人
が
出

席
。
記
念
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
引

き
続
き
、
竣
工
式
典
が
行
わ
れ
、

「
萩
ス
タ
ジ
ア
ム
」
の
完
成
を
祝
い

ま
し
た
。

　

竣
工
式
後
、
萩
市
長
杯
争
奪
市

内
３
高
校
硬
式
野
球
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
萩
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の

初
試
合
を
見
よ
う
と
、
雨
に
も
関

わ
ら
ず
多
く
の
観
客
が
詰
め
か
け

ま
し
た
が
、
雨
に
よ
り
１
試
合
の

み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
雨
の
中
で
も
選
手
た
ち
は
新
し
い

グ
ラ
ン
ド
の
感
触
を
楽
し
む
か
の
よ
う

に
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
萩
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
７
月
16
日
か
ら

始
ま
る
「
第
80
回
全
国
高
校
野
球
選
手

権
記
念
山
口
大
会
」
の
総
合
開
会
式
、

地
区
予
選
、
そ
し
て
決
勝
大
会
が
行
わ

れ
ま
す
。
萩
で
総
合
開
会
式
、
決
勝
大

会
が
行
わ
れ
る
の
は
初
め
て
と
い
う
こ

と
で
、
今
年
の
萩
の
夏
は
高
校
野
球
で

盛
り
上
が
り
そ
う
で
す
。
地
元
３
高
校

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。　

萩
の
「
瀬
つ
き
あ
じ
」
が
商
標
登
録

ぜ
ひ
「
あ
じ
」
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

　
都
市
計
画
公
園
「
萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
」
内
に
建
設
が
進
め

ら
れ
て
き
た
野
球
場
、「
萩
ス
タ
ジ
ア
ム
」
が
完
成
し
、６
月
14
日
、

盛
大
に
竣
工
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
萩
の
夏
は
、
高
校
野
球
が
お
も
し
ろ
い
！

今
年
の
萩
の
夏
は
、
高
校
野
球
が
お
も
し
ろ
い
！

今
年
の
萩
の
夏
は
、
高
校
野
球
が
お
も
し
ろ
い
！

今
年
の
萩
の
夏
は
、
高
校
野
球
が
お
も
し
ろ
い
！

今
年
の
萩
の
夏
は
、
高
校
野
球
が
お
も
し
ろ
い
！

今
年
の
萩
の
夏
は
、
高
校
野
球
が
お
も
し
ろ
い
！

今
年
の
萩
の
夏
は
、
高
校
野
球
が
お
も
し
ろ
い
！

今
年
の
萩
の
夏
は
、
高
校
野
球
が
お
も
し
ろ
い
！

今
年
の
萩
の
夏
は
、
高
校
野
球
が
お
も
し
ろ
い
！

今
年
の
萩
の
夏
は
、
高
校
野
球
が
お
も
し
ろ
い
！

今
年
の
萩
の
夏
は
、
高
校
野
球
が
お
も
し
ろ
い
！

今
年
の
萩
の
夏
は
、
高
校
野
球
が
お
も
し
ろ
い
！

今
年
の
萩
の
夏
は
、
高
校
野
球
が
お
も
し
ろ
い
！

　

萩
ス
タ
ジ
ア
ム

　
　
　

い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
！

　毎年夏休みに開かれるＨＡＧＩ世界映画
芸術祭の中で、映画人を養成する「ＣＩＮ
ＥＭＡ（シネマ）塾」を主宰してきた原一
男監督が８月 14 日から９日間の日程で、萩
市の離島、見島を舞台にドキュメンタリー
映画「見島の人々（仮題）」を制作します。    
　ＣＩＮＥＭＡ塾は３年前から、監督やプ
ロデューサー、女優を講師に映画作りの講
座を開いてきましたが、今年は、プロの制
作スタッフと一緒に映画作りに挑戦しま
す。                        
　映画「見島の人々」は、若者の島離れな
ど深刻な課題を抱えながら、厳しい自然の
中で、先祖代々受け継いだ風習や伝統を守っ
てたくましく生活する島民の姿を約 40 分
のドキュメンタリーに仕上げます。作品は、
今年中に編集し萩市で上映する予定です。      
　「ＣＩＮＥＭＡ塾」塾長の原一男監督は、
５月 19 日萩市で記者発表を行い「若い人
たちと一緒に、日本という大きな共同体が
抱える問題を凝縮している見島を描きたい。
映画制作の技術論よりも、島民との交流の
中から島という限定された空間で生きる 
見島の人々を魅力的に描きたい。同時に、
見島が抱えている問題を浮き彫りにしたい」
と制作にあたっての意欲を語られました。  
◆撮影日程

８月 14 日（金）本村地区の盆踊り
　　15 日（土）成人式、宇津地区の盆
　　　　　　　踊り、精霊流し 　
　　16 日（日）鬼ヨウズ制作
　　17 日（月）稲刈り実習
　　18 日（火）鬼ヨウズ制作＆揚げ
　　19 日（水）新米を食べる宴
　　20 日（木）イカ釣り実習
　　21 日（金）キャンプファイヤー
◆問い合わせ
〒 758 − 8555　萩市江向５１０ 
萩市教育委員会文化課内   実行委員会事
務局（ＴＥＬ・ＦＡＸ  ０８３８・２６・
６８７２）へ 

〜ＣＩＮＥＭＡ塾〜
  見島を舞台に
　　　　　　映画制作  

・・・・・・・・・・・・・・



同
窓
会
シ
ー
ズ
ン
到
来

（10）

　
関
西
か
ら
た
ち
会
総
会
は
、
６
月
13

日
午
後
６
時
30
分
か
ら
大
阪
市
北
区

の
民
芸
茶
屋
「
豆
狸
（
ま
め
だ
）」
に
、

会
員
約
50
名
が
参
加
し
て
開
催
し
ま

し
た
。

　
総
会
は
、
出
羽
会
長
の
挨
拶
で
始
ま

り
、
役
員
改
選
で
は
現
役
員
の
留
任
が

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
来
賓
と
し
て
出
席
い
た
だ
い
た

池
田
か
ら
た
ち
会
本
部
副
会
長
、
吉
川

萩
工
業
教
頭
先
生
、
中
山
大
阪
指
月
会

副
会
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た

だ
い
た
後
、
懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
お
互
い
の
近
況
報
告

や
萩
の
想
い
出
話
に
花
が
咲
く
な
ど
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
懇
親
会
終
了
後
も
、
話
が

尽
き
る
事
な
く
大
阪
の
街
に
繰
り
出

し
て
二
次
会
の
席
を
設
け
る
な
ど
、
出

席
者
た
ち
は
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
、

本
当
に
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

５
月
９
日
、
平
成
10
年
度
か
ら
た

ち
会
総
会
が
萩
工
業
高
校
体
育
館
に

２
１
０
人
が
出
席
し
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
山
根
満
明
（
機
械
科
、
31

年
卒
）
会
長
の
挨
拶
で
開
会
し
、
野
村

萩
市
長
や
池
田
校
長
な
ど
多
数
の
来
賓

の
皆
様
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
池
田
校
長
か
ら
は
、
学
校
の
近
況

報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

　
総
会
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
懇
親

会
で
は
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
学
生
時
代
の

想
い
出
話
な
ど
に
花
が
咲
く
な
ど
会
場

内
に
は
笑
い
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
も
の
ま
ね
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
や
福
引
き
大
会
も
行
わ
れ
大
変

な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　
　
　

思
い
出
話
に
花
が
咲
く

萩
光
塩
学
院
関
東
支
部

関
西
か
ら
た
ち
会
総
会

か
ら
た
ち
会
総
会

  

「
よ
う
、
お
い
で
ま
し
た
」。
出
迎
え

て
く
れ
た
の
は
、
マ
ス
タ
ー
の
末
永
宏

和
さ
ん
（
41
歳
、
県
立
萩
商
業
卒
・
阿

東
町
生
雲
出
身
）。
雰
囲
気
の
良
い
空

間
に
、
ボ
ッ
ク
ス
席
が
20
席
だ
け
と
い

う
正
に
ミ
ニ
ク
ラ
ブ
。「
常
連
さ
ん
に

萩
周
辺
の
方
が
多
く
、
未
だ
に
萩
弁
?!

で
の
や
り
と
り
で
す
。
お
陰
で
店
の
女

の
子
ま
で
染
ま
っ
て
し
ま
っ
て
」。
大

都
会
の
中
に
唯
一
あ
っ
た
萩
の
オ
ア
シ

ス
。
一
度
尋
ね
て
み
ら
れ
て
は
如
何
で

し
ょ
う
か
！

　
関
東
地
方
の
今
年
の
５
月
は
、
雨
の

日
が
多
く
天
候
に
恵
ま
れ
な
い
日
々
で

し
た
が
、
５
月
31
日
は
と
っ
て
お
き
の

５
月
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
54
名
の
参

加
者
を
得
、
な
ご
や
か
に
第
16
回
萩
光

塩
学
院
関
東
支
部
同
窓
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。
最
初
こ
そ
隣
の
幼
稚
園
で
の
運

動
会
の
賑
や
か
な
音
が
聞
こ
え
て
い
た

の
で
す
が
、
記
念
撮
影
に
、
ま
た
１
年

ぶ
り
の
話
題
に
あ
っ
と
い
う
間
に
10
代

に
戻
っ
た
参
加
者
の
は
し
ゃ
ぎ
声
に
お

隣
の
音
は
か
き
消
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
萩
か
ら
参
加
下
さ
っ
た
進
藤
徳
子

先
生
を
囲
み
歌
声
が
絶
え
る
こ
と
な
く

続
き
、
気
が
付
く
と
も
う
閉
会
時
間
と

い
う
早
さ
で
し
た
。
も
し
か
し
た
ら
、

一
番
楽
し
ん
で
い
ら
し
た
方
の
一
人

は
、
進
藤
先
生
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
今
回
は
子
供
連
れ
も
多
く
、
参
加
者

の
若
返
り
と
共
に
次
世
代
に
期
待
で
き

る
有
意
義
な
１
日
で
し
た
。

私
の
お
店

ち
ょ
っ
と
酔
っ
て
み
た
い
店

ミ
ニ
ク
ラ
ブ  

銀

東
京
都
港
区
赤
坂
３
ー
９
ー
10　
第
13
丸
源
ビ
ル
７
階
（
Ｔ

Ｅ
Ｌ
０
３・３
５
８
３・０
２
０
８
）

営
業
時
間　
19
：
00
〜
24
：
00

  

こ
こ
の
自
慢
は
、
北
海
道
出
身
の
美

人
マ
マ
と
、
気
さ
く
な
雰
囲
気
。「
肩

肘
張
ら
ず
に
、
気
楽
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
は
マ
マ
。

  

特
別
大
サ
ー
ビ
ス
、
会
員
の
方
を
対

象
に
、
先
着
10
組
に
無
料
ボ
ト
ル
券
を

進
呈
。
来
店
の
際
に
、「
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
見
て
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

  

「
あ
〜
、
今
宵
も
又
、
赤
坂
の
夜
は

更
け
て
・
・
・
」。

「
銀
」
の
美
人
マ
マ
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平
成
12
年
４
月
の
開
院
に
向
け
て
萩
市
椿
地
区
で
萩
市
立
病
院
の
移
転
新
築
準
備
が

着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
併
設
施
設
は
老
人
保
健
施
設
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
調

整
中
）
で
す
。
こ
の
一
帯
は
「
健
康
と
福
祉
の
里
」
ゾ
ー
ン
と
し
て
、
萩
市
の
保
健
・

医
療
・
福
祉
分
野
の
活
動
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
る
拠
点
と
な
り
ま
す
。

　
生
ま
れ
育
っ
た
萩
で
力
を
発
揮
し
て
み
た
い
方
、
新
天
地
・
萩
で
大
き
く
夢
を
描
い

て
み
た
い
方
、
格
段
に
機
能
強
化
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
新
病
院
の
運
営
に
あ
な
た
も
参

加
さ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
新
し
い
若
い
力
を
全
国
に
求
め
ま
す
。

萩
市
立
病
院
で
働
き
ま
せ
ん
か

※
採
用
に
関
す
る
詳
細
事
項
は
、
萩
市
総
務
部
総
務
課
人
事
係

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

萩市立病院
　今後の職員募集予定 平成 10 年度萩市職員募集要項

　
平
成
10
年
度
の
「
た
ち
ば
な
会
関
西

支
部
総
会
」
が
５
月
31
日
正
午
か
ら
新

卒
者
４
人
を
含
む
60
名
余
の
出
席
者
を

得
て
、
大
阪
市
中
央
区
の
大
成
閣
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
梶
山
高
支
部
長
の
「
同
窓
会
が
、
皆

さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
一
助
と
な
れ
ば
、

う
れ
し
い
。」
と
の
挨
拶
で
総
会
が
始

ま
り
、
萩
か
ら
出
席
い
た
だ
い
た
川
原

輝
彦
た
ち
ば
な
会
理
事
長
、
能
美
龍
夫

校
長
先
生
等
の
祝
辞
、
野
村
興
兒
萩
市

長
の
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
代
読
さ

れ
た
後
、
神
田
聖
先
生
の
乾
杯
の
音
頭

で
懇
親
会
に
移
り
ま
し
た
。

    

懇
親
会
で
は
、
つ
も
る
話
に
花
が

咲
き
、
ま
た
恒
例
の
ゲ
ー
ム
で
一
喜
一

憂
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に  

午
後
４
時

を
迎
え
、
出
席
者
は
来
年
の
再
開
を
約

束
し
総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

同
窓
会
シ
ー
ズ
ン
到
来

た
ち
ば
な
会
関
西
支
部
総
会

宇
部
地
区
志
都
岐
会
総
会

か
ら
た
ち
会
関
東
支
部
総
会 

　
関
東
か
ら
た
ち
会
総
会
は
、
６
月
６

日
午
後
３
時
か
ら
東
京
都
新
宿
区
の
千

代
田
平
安
閣
に
、
会
員
約
50
名
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
は
、
波
田
直
登
会
長
の
挨
拶
で

始
ま
り
、
役
員
改
選
で
は
会
長
、
山
本

事
務
局
長
ほ
か
の
現
役
員
の
留
任
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
出
席
さ

れ
た
、
山
根
満
明
か
ら
た
ち
会
本
部
会

長
、
河
崎
東
京
指
月
会
副
会
長
、
守
永

東
京
た
ち
ば
な
会
副
会
長
か
ら
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
梅
津
萩
工
業
教

諭
か
ら
は
、
学
校
の
近
況
報
告
も
あ
り

ま
し
た
。
続
い
て
、
新
入
社
会
人
歓
迎

会
も
行
わ
れ
平
成
９
年
度
卒
業
生
５
名

の
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
引
き
続
い
て
の
懇
親
会
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
、
学
生
時
代
の

思
い
出
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、
高
田
馬

場
で
の
二
次
会
へ
と
会
場
が
移
り
ま
し

た
。

　

第
11
回
宇
部
地
区
志
都
岐
会
総
会

が
、
６
月
27
日
午
前
10
時
30
分
か
ら
、

阿
知
須
町
大
平
山
の
軽
費
老
人
ホ
ー
ム

「
有ゆ

う
く
ん
そ
う

勲
荘
」
で
、
会
員
16
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
は
、
中
村　
郎
会
長
の
挨
拶
で

始
ま
り
、
来
賓
の
浜
田
紀
郎
萩
高
等
学

校
校
長
、
山
口
指
月
会
の
島
本
氏
、
下

関
巴
城
会
の
村
田
氏
か
ら
ご
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
次
い
で
、
野
村
興
兒

萩
市
長
の
特
別
講
演
が
行
わ
れ
、
出
席

者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
全
員
の
自
己
紹
介
や

福
引
き
抽
選
会
、
萩
中
・
萩
高
女
・
萩

高
校
々
歌
の
斉
唱
が
行
わ
れ
、
最
後
に

万
歳
三
唱
で
総
会
が
締
め
く
く
ら
れ
ま

し
た
。　

　

ま
た
、
こ
の
有
勲
荘
の
各
階
に
は
、

河
添
、
平
安
古
、
堀
内
と
い
っ
た
萩
の

地
名
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
萩
の
香
り

が
た
だ
よ
っ
て
い
ま
し
た
。

平 成 1 0 年 度
職　　種 募集人員

 22 名程
 １名程度
 １名程度
 １名程度
 １名程度
 １名程度

 看護婦（士）
 放射線技師
 臨床工学技士
 理学療法士
 作業療法士
医療ソーシャルワーカー

 病院事務
 経理事務  １名程度

 １名程度 庶　　務
平 成 1 1 年 度

職　　種 募集人員

 若 干 名

 薬剤師
 臨床検査技師
 放射線技師
 理学療法士

病
院

看
護
婦
（
士
）

病
院
事
務

医
療
事
務

経
理
事
務

６
名
程
度

１
名

１
名

　昭和 29 年４
月２日以降に生
まれた者で、看
護婦（士）免許
を有し、２年以
上の経験を有す
る交替制勤務が
可能な者
　昭和 39 年４
月２日以降に生
まれた者で、医
療事務について
高度な専門的知
識及び技能を有
し、病院の医療
事務について５
年以上の経験を
有する者
　昭和 39 年４
月２日以降に生
まれた者で、経
理事務について
相当の実務経験
を有し、簿記２
級以上の資格を
有する者

７月 15
日

（水）〜
８月 14
日（金）

９月 20
日（日）

試験会場
／萩市と
東京都内

・教養試験
・作文
・適性検査

職　種 募集
人員 受験資格 募集期間 第一次試験

（試験日・会場・試験内容）

　
　
　

思
い
出
話
に
花
が
咲
く
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あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
中
、
会
場
を

下
田
文
化
会
館
に
移
し
て
、
野
村
興
兒

萩
市
長
も
招
請
さ
れ
た「
黒
船
ま
つ
り
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
１
８
５
４
年
の
日
米
和
親
条
約
締
結

80
年
を
記
念
し
て
昭
和
９
年
に
始
ま
っ

た
こ
の
祭
り
も
、
今
回
で
59
回
目
。
日

米
両
国
政
府
関
係
者
や
、
米
軍
、
自
衛

隊
、そ
し
て
下
田
市
の
国
内
外
の
友
好・

姉
妹
都
市
の
市
長
、
議
会
関
係
者
を
迎

え
て
、
厳
粛
で
、
そ
し
て
威
厳
に
満
ち

た
雰
囲
気
の
中
で
の
セ
レ
モ
ニ
ー
と
な

り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
市
内
を
め
ぐ
る
記
念
公
式
パ

レ
ー
ド
、
こ
れ
は
来
賓
を
乗
せ
た
オ
ー

プ
ン
カ
ー
に
続
い
て
、
ペ
リ
ー
使
節
や

徳
川
武
士
に
扮
し
た
行
列
が
幕
末
さ
な

が
ら
に
市
内
を
練
り
歩
く
パ
レ
ー
ド
で

す
。
雨
模
様
の
中
で
し
た
が
、
下
田
最

大
の
、
そ
し
て
日
本
開
国
イ
ベ
ン
ト
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
沿
道
に
は
多
く
の

観
光
客
や
市
民
、
そ
し
て
イ
ベ
ン
ト
に

協
力
し
て
い
る
米
海
軍
の
水
兵
さ
ん
た

ち
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

１
８
５
３
年
、
米
国
の
東
方
政

策
の
中
、
太
平
洋
航
路
の
補
給
・

中
継
基
地
を
求
め
て
日
本
を
訪

れ
、
徳
川
幕
府
の
鎖
国
を
打
ち
砕

い
た
ペ
リ
ー
来
航
。「
太
平
の
眠
り

を
覚
ま
す
蒸
気
船
。
た
っ
た
４
杯

で
夜
も
眠
れ
ず
。」
と
詠
ま
れ
た
こ

と
は
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
と
お
り

で
す
。

　

黒
船
の
姿
を
求
め
て
、
夷
敵
の

真
の
姿
を
知
る
た
め
に
米
国
に
渡

ろ
う
と
豆
州
下
田
に
急
行
し
た
松

陰
先
生
、
そ
し
て
フ
ィ
ル
モ
ア
米

国
大
統
領
の
親
書
を
携
え
て
来
日

し
た
ペ
リ
ー
提
督
や
そ
の
後
来
日

し
た
ハ
リ
ス
領
事
ら
の
先
達
は
、

現
代
の
よ
う
な
日
米
両
国
の
親
密

で
重
要
な
二
国
間
関
係
の
構
築
を

予
想
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

　

人
口
２
万
８
０
０
０
人
の
小
さ

な
港
町
・
下
田
で
「
黒
船
」
と
そ

れ
を
見
つ
め
る
「
松
陰
先
生
」
の

姿
を
見
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。 

姉
妹
都
市
・
下
田
市
で
松
陰
先
生
を
感
じ
た
・
・
・

第
5 9
回　
黒
船
祭

第
5 9
回　
黒
船
祭

第
5 9
回　
黒
船
祭

第
5 9
回　
黒
船
祭

第
5 9
回　
黒
船
祭

第
5 9
回　
黒
船
祭

第
5 9
回　
黒
船
祭

第
5 9
回　
黒
船
祭

第
5 9
回　
黒
船
祭

第
5 9
回　
黒
船
祭

第
5 9
回　
黒
船
祭

第
5 9
回　
黒
船
祭

第
5 9
回　
黒
船
祭

５
月
16
日
〜
18
日　
静
岡
県
下
田
市

５
月
16
日
〜
18
日　
静
岡
県
下
田
市

５
月
16
日
〜
18
日　
静
岡
県
下
田
市

５
月
16
日
〜
18
日　
静
岡
県
下
田
市

５
月
16
日
〜
18
日　
静
岡
県
下
田
市

５
月
16
日
〜
18
日　
静
岡
県
下
田
市

５
月
16
日
〜
18
日　
静
岡
県
下
田
市

５
月
16
日
〜
18
日　
静
岡
県
下
田
市

５
月
16
日
〜
18
日　
静
岡
県
下
田
市

５
月
16
日
〜
18
日　
静
岡
県
下
田
市

５
月
16
日
〜
18
日　
静
岡
県
下
田
市

５
月
16
日
〜
18
日　
静
岡
県
下
田
市

５
月
16
日
〜
18
日　
静
岡
県
下
田
市

　６月７日（日）、萩市玉江浦地区に伝わる伝統行事「おしくらごう」
が、橋本川下流で行われました。おしくらごうは、下帯姿の若者
７人が和船に乗り込み、その速さを競うものです。

　
浜
崎
は
、
江
戸
時
代
に
港
を
中
心
と

し
て
商
業
で
栄
え
、
萩
城
下
の
経
済
を

支
え
た
町
で
す
。
格
子
の
町
並
み
や
お

船
倉
な
ど
は
、
そ
の
歴
史
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
各
家
々
に
伝
わ
る
貴

重
な
お
た
か
ら
も
多
く
、
こ
れ
ら
を
見

て
い
た
だ
く
こ
と
で
浜
崎
の
良
さ
を

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
海
産
物
や
て
ん
ぷ
ら
、
蒲
鉾

な
ど
の
即
売
も
行
わ
れ
、
飛
ぶ
よ
う
に

売
れ
て
い
ま
し
た
。
魚
市
場
で
は
、
魚

を
使
っ
た
「
雑ざ

こ
ば

魚
場
定
食
」
が
用
意
さ

れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
準
備
さ
れ

た
定
食
が
売
り
切
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

訪
れ
た
方
か
ら
は
、「
町
並
み
が
印

象
的
だ
っ
た
」「
古
い
も
の
を
大
切
に

し
て
い
る
」「
地
元
の
ガ
イ
ド
が
大
変

親
切
で
し
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、

浜
崎
の
良
さ
を
十
分
感
じ
た
よ
う
で
し

た
。地
元
浜
崎
か
ら
は「
町
並
み
の
残
っ

て
い
る
こ
と
が
財
産
に
な
っ
た
」
と
い

う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
、

歩いた！見た！萩のたから島
浜崎おたから博物館

知
っ
て
も
ら
お
う
と
５

月
17
日
（
日
）、
地
元
ま

ち
づ
く
り
の
会
「
浜
崎

し
っ
ち
ょ
る
会
」
が
中

心
と
な
っ
て
「
浜
崎
お

た
か
ら
博
物
館
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
好
天
に
恵

ま
れ
て
約
２
５
０
０
名

も
の
人
が
浜
崎
を
訪

れ
、
古
い
町
並
み
を
歩

き
な
が
ら
家
の
中
を
開

放
し
て
展
示
さ
れ
た
坂

本
龍
馬
の
筆
入
れ
茶
碗
、

２
０
０
年
前
の
郡
華
百

人
一
首
、
大
坂
城
築
城
時
の
掛
け
軸
、

乃
木
大
将
の
書
幅
、
聖
、
毛
利
の
八
重

姫
の
羽
子
板
な
ど
を
、
興
味
深
く
見
学

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
旧
萩
藩
の
お

船
倉
も
公
開
さ
れ
、
市
の
文
化
財
担
当

者
の
説
明
を
熱
心
に
聞
く
人
々
の
姿
も

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

町
並
み
を
生
か
し
た
地
域
の
活

性
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

玉江が燃えた１日・・・
おしくらごう

　以前は、青年
宿から選ばれた
７人の若者が船
に乗り込んでい
ましたが、若手
の漁師が少なく
なった今では、
漁業以外の地元
の若者も乗り込
むようになりま

した。３日間の特訓を受け、レースに臨みました。　
　当日は、あいにくの曇り空でしたが、海の男たちが繰り広げる
熱い闘いに、岸に詰めかけた市民や観光客からは大きな声援が送
られるなど、今年も大変な盛り上がりを見せました。レース後には、
和船から川に飛び込む若者の姿も見られ、手荒い歓迎を受けてい
ました。

イベントプレイバック
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萩　芸術・文芸の広場

夏休みの合宿　砂遊びの
男子生徒（菊ヶ浜）

　
５
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
、
東
京
都
美
術

館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
48
回
日
本
画　
新
興

展
」
で
、
萩
出
身
の
女
性
日
本
画
家
・
内
田

青
虹
さ
ん
の
作
品
「
悲
光
星
の
下
に　
ヤ
マ

ト
タ
ケ
ル
」
が
東
京
都
知
事
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
内
田
さ
ん
は
、萩
高
の
５
期
卒
業
（
旧
姓・

富
田
）
で
、
現
在
は
東
京
都
田
無
市
に
在
住

さ
れ
て
い
ま
す
。
20
数
年
前
、
健
康
を
害
し

て
療
養
中
に
古
典
か
ら
文
学
全
集
を
読
み
、

何
時
か
描
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
描
き
た
い

と
、
日
本
史
に
登
場
す
る
歴
史
上
の
人
物
を

テ
ー
マ
と
し
た
絵
の
制
作
活
動
に
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
１
９
９
２
年
新
興
展
の
京

都
府
知
事
賞
を
は
じ
め
数
多
く
の
賞
を
受
賞

さ
れ
て
お
り
、
個
展
も
開
催
す
る
な
ど
精
力

的
に
制
作
活
動
を
展
開
さ
れ
て
き
て
い
ま

受賞作品「悲光星の下に　ヤマトタケル」と内田青虹さん

ファンに支えられ、やってきたことが大輪の花に

　萩出身の女性日本画家・
　 　 　 　 　 　 内 田 青

せいこう

虹 さ ん
東京都知事賞を受賞 !!

す
。

　
「
受
賞
作
品
は
、
古
事
記
か
ら
取
材
を
し

て
、
父
（
景
行
天
皇
）
か
ら
西
征
の
後
、
東

征
へ
と
命
じ
ら
れ
た
悲
劇
の
英
雄
ヤ
マ
ト
タ

ケ
ル
の
内
面
性
を
表
現
し
た
も
の
で
す
。
こ

れ
ま
で
周
囲
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
き
て

や
っ
て
き
た
こ
と
が
、
今
回
の
受
賞
に
つ
な

が
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、

さ
ら
に
自
分
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
歴
史

画
を
描
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、

内
田
さ
ん
。

　
こ
の
第
48
回
日
本
画
新
興
展
は
、
京
都
市

へ
会
場
を
移
し
、
京
都
市
美
術
館
で
７
月
８

日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
関
西
地
区
に

在
住
の
皆
さ
ん
、
内
田
さ
ん
の
作
品
を
ぜ
ひ

ご
覧
に
な
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

「萩の日々（ＤＡＹＳ  ＩＮ  ＨＡＧＩ）」
下瀬信雄    講談社刊、７月１５日発売
価　格　４５００円（税別）

下瀬信雄さん

「萩の日々」の表紙から

詩人と科学者に憧れた写真家 
下瀬信雄さん（萩市在住）の写真集

「 萩 の 日 々 」
　

山
陰
の
城
下
町
に
住
み
、
日
々
の
暮
ら

し
の
中
で
写
真
を
撮
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス

を
持
ち
続
け
て
、
89
年
に
は
カ
ラ
ー
写
真

集
「
萩
・
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ
」（
求
龍
堂
刊
）
を
出

版
さ
れ
た
、
萩
市
内
在
住
の
下
瀬
信
雄
さ

ん
。 

そ
し
て
今
回
は
、
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
で

20
年
に
わ
た
り
撮
り
続
け
た
作
品
１
２
３

点
を
ま
と
め
た
写
真
集
、「
萩
の
日
々
（
Ｄ

Ａ
Ｙ
Ｓ　

Ｉ
Ｎ　

Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ
）
を
出
版
」

さ
れ
ま
し
た
。（
巻
末
に
下
瀬
さ
ん
の
対
談

が
あ
り
ま
す
。）

　
こ
の
間
に
は
、東
京
、大
阪
、福
岡
で
、「
凪

の
と
き
」、「
風
の
中
の
日
々
」、
そ
し
て
自

生
す
る
植
物
だ
け
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
結

界
」
を
展
覧
会
の
形
で
発
表
さ
れ
話
題
に

な
り
ま
し
た
。

　

と
か
く
中
央
指
向
が
大
勢
を
占
め
る
写

真
の
世
界
に
あ
っ
て
、
む
し
ろ
遠
く
に
身

を
置
く
こ
と
で
、
息
の
長
い
、
独
自
の
道

を
歩
か
れ
て
い
る
下
瀬
さ
ん
の
写
真
の
上

に
ふ
と
幸
せ
を
感
じ
る
時
が
あ
り
ま
す
。

ダムが出来て、取り残されたコナラ
とツブラジイ（川上村・阿武川ダム）

シモセスタジオ☎０８３８・２２・０１２９



■
内
田
青
虹
日
本
画
展
〜
歴
史
の
中
の

女
性
た
ち
〜

　
今
年
の
新
興
展
で
東
京
都
知
事
賞
を

受
賞
し
た
萩
出
身
の
女
性
日
本
画
家
・

内
田
青
虹
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
７
月
６
日
（
月
）
ま
で

と
こ
ろ　
東
京
都
田
無
市
・
西
部
新
宿

線
田
無
駅
前
ア
ス
タ
２
Ｆ　
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｃ

Ｏ
プ
ラ
ザ
田
無
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
下
瀬
信
雄
写
真
展
「
風
の
中
の
日
々

Ⅲ
」

　
萩
市
在
住
の
写
真
家
、
下
瀬
信
雄
さ

ん
の
写
真
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
８
月
18
日
（
火
）
〜
８
月
24

日
（
月
）

と
こ
ろ　
東
京
都
中
央
区
・
銀
座
ニ
コ

ン
・
サ
ロ
ン

■
萩
焼
作
家
の
個
展

◇
濱
中
月
村　
鈞
窯
展
（
き
ん
よ
う
て

ん
）

と　
き　
９
月
25
日
（
金
）
〜
10
月
30

日
（
金
）
正
午
〜
午
後
７
時

と
こ
ろ　

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
・

ギ
ャ
ラ
ー
「
ア
ル
イ
グ
ス
」

入
場
料　
２
０
０
０
円（
茶
菓
子
付
き
）

内　
容　
作
品
展
示
と
濱
中
月
村
作
の

食
器
を
使
っ
て
の
料
理
会

問
い
合
わ
せ　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
ア
ル
イ

グ
ス
」（
０
３・５
４
９
１・２
０
３
１
）

■
東
海
指
月
会
総
会

　
東
海
指
月
会
の
総
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
７
月
19
日
（
日
）
正
午
〜

と
こ
ろ　
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
・
名

古
屋
都
ホ
テ
ル

開
催
さ
れ
た
、
東
京
展
で
は
、
東
京
都

知
事
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

※
本
号
13
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

と　
き　
７
月
８
日
（
水
）
ま
で

と
こ
ろ　
京
都
市
岡
崎
公
園
内
・
京
都

市
美
術
館

※
月
曜
日
は
休
館
。
最
終
日
は
午
後
３

時
ま
で
。

■
萩
焼
作
家
の
個
展

◇
岡
田　
裕
作
陶
展

と　
き　
９
月
３
日
（
木
）
〜
９
月
８

日
（
火
）

と
こ
ろ　
京
都
市
・
京
都
高
島
屋

◇
内
村
幹
雄
作
陶
展

と　
き　
９
月
30
日
（
水
）
〜
10
月
５

日
（
月
）

と
こ
ろ　
大
阪
市
北
区
梅
田
・
阪
急
百

貨
店
美
術
画
廊

■
萩
焼
作
家
の
個
展

◇
第
３
回
萩
焼　
守
繁
徹
作
陶
展

と　
き　
７
月
８
日
（
水
）
〜
７
月
21

日
（
火
）

と
こ
ろ　
愛
媛
県
今
治
市
・
今
治
大
丸

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

　
ー
関
東
地
区
ー

　
ー
関
西
地
区
ー

　
ー
中
国
地
区
ー

　
ー
九
州
地
区
ー

　
ー
山
口
県
関
係
ー
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〜
今
後
の
特
別
展
等
の

　
　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〜

◯
７
月
20
日
（
祝
）
ま
で （
開
催
中
）

　

多
才
な
浮
世
絵
師
と
し
て
、
世
界
中

に
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
葛
飾
北
斎
。
北

斎
が
西
欧
か
ら
受
け
た
影
響
を
、
作
品

の
中
で
い
か
に
昇
華
さ
せ
、
自
然
な
か

た
ち
で
作
画
理
念
に
取
り
入
れ
、
結
実

さ
せ
て
い
っ
た
の
か
を
詳
し
く
紹
介
。

　
山
口
県
立
萩
美
術
館

　
　
　
・
浦
上
記
念
館

没
後
１
５
０
年
記
念

「
北
斎
ー
東
西
の
架
け
橋
」
展

祈
り
と
美
の
伝
承　

醍
醐
寺
展

神
秘
の
王
国　

国
王
墓

山
東
省
仙
人
台
Ｍ
８
王
墓
の
遺
宝

◯
７
月
25
日
（
土
）
〜
９
月
６
日
（
日
） 

　

豊
臣
秀
吉
に
よ
り
催
さ
れ
た
「
醍
醐

の
花
見
」
で
名
高
い
京
都
・
山
科
の
醍

◯
９
月
12
日
（
土
）
〜
１
９
９
９
年
２

月
21
日
（
日
）

　

１
９
９
５
年
に
発
見
さ
れ
た
、
山
東

省
長
清
仙
人
台
遺
跡
の　

国
の
墓
。
そ

　
ー
東
海
地
区
ー

■
関
西
山
口
県
同
郷
会

　
萩
出
身
者
の
皆
さ
ん
も
多
く
参
加
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
日
の
参
加
も
で
き
ま

す
の
で
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。
当
日
は
、

豪
華
商
品
の
あ
た
る
福
引
き
大
会
な
ど

も
行
わ
れ
ま
す
。

と　
き　
７
月
11
日
（
土
）
午
前
10
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
大
阪
市
都
島
区
網
島
街
・
太

閤
園
ガ
ー
デ
ン
ホ
ー
ル
別
館

参
加
費　
大
人
９
０
０
０
円
、
小
・
中

学
生
４
０
０
０
円

連
絡
先　

山
口
県
大
阪
事
務
所

（
０
６・３
４
１・０
７
５
５
）

■
第
48
回
日
本
画
１
９
９
８　
新
興
美

術
院
展
覧
会
（
新
興
展
）・
京
都
展

　
萩
出
身
の
女
性
日
本
画
家
・
内
田
青

虹
の
作
品
、「
悲
光
星
の
下
に　

ヤ
マ

ト
タ
ケ
ル
」
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
５
月

21
日
か
ら
30
日
ま
で
東
京
都
美
術
館
で

■
か
ら
た
ち
会
広
島
支
部
総
会

　
か
ら
た
ち
会
広
島
支
部
の
総
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

７
月
11
日
（
土
）
午
後
６
時

〜と
こ
ろ　
広
島
市
南
区
的
場
町
・
ホ
テ

ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島

■
広
島
指
月
会
総
会

　
広
島
指
月
会
の
総
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
８
月
22
日
（
土
）
正
午
〜

と
こ
ろ　
広
島
市
中
区
基
町
・
リ
ー
ガ

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

　
ー
四
国
地
区
ー

■
九
州
指
月
会
総
会

　
九
州
指
月
会
の
総
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
７
月
12
日
（
日
）
正
午
〜

と
こ
ろ　

福
岡
市
中
央
区
天
神
・
福
新

楼■
か
ら
た
ち
会
九
州
支
部
総
会

　
か
ら
た
ち
会
九
州
支
部
の
総
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

７
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時

〜と
こ
ろ　
北
九
州
市
小
倉
北
区
・
リ
ー

ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

■
萩
焼
作
家
の
個
展

◇
第
１
回
萩
焼　
守
繁
徹
作
陶
展

と　
き　
８
月
26
日
（
水
）
〜
９
月
１

日
（
火
）

と
こ
ろ　
北
九
州
市
・
黒
崎
井
筒
屋

■
た
ち
ば
な
会
山
口
支
部
総
会

　
た
ち
ば
な
会
山
口
支
部
の
総
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

７
月
10
日
（
金
）
午
後
６
時
〜

と
こ
ろ　
山
口
市
湯
田
・
翆
山
荘

松桜慢幕図（桜）江戸時代　生駒等寿筆
醐
寺
。
平
安
時

代
の
創
建
時
か

ら
伝
承
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
門
外

不
出
だ
っ
た
真

言
密
教
文
化
と

桃
山
芸
術
の
名

宝
を
一
堂
に
公

開
。



■
萩
焼
作
家
の
個
展

◇
ベ
ア
テ
ィ
ル
・
ペ
ア
ソ
ン
作
陶
展

と　
き　
７
月
１
日
（
水
）
〜
７
月
７

日
（
火
）

と
こ
ろ　
下
関
市
・
下
関
大
丸

　
ー
萩
市
関
係
ー

■
萩
・
菊
ケ
浜
サ
マ
ー
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス

タ
〜
砂
の
芸
術
祭
〜

　
菊
ケ
浜
の
砂
浜
に
砂
の
芸
術
が
ズ
ラ

リ
と
並
び
、
訪
れ
る
人
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
暮
れ
ま
す
。

と　
き　
７
月
19
日
（
日
）

と
こ
ろ　
萩
市
菊
ケ
浜
海
水
浴
場

■
萩
・
日
本
海
大
花
火
大
会

　
８
０
０
０
発
の
花
火
が
、
萩
の
夜
空

を
彩
り
ま
す
。

と　

き　

８
月
１
日
（
土
）
午
後
８
時

〜と
こ
ろ　
萩
菊
ケ
浜
海
水
浴
場

※
今
号
２
Ｐ
を
参
照
。

■
明
治
維
新
１
３
０
周
年
記
念
高
等
学

校
剣
道
大
会

　

明
治
維
新
１
３
０
周
年
を
記
念
し

て
、維
新
ゆ
か
り
の
都
市
会
津
若
松
市・

鹿
児
島
市
を
招
待
し
て
高
校
生
の
剣
道

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

８
月
１
日
（
土
）
午
前
９
時

〜と
こ
ろ　
開
会
式
＝
有
備
館
、
試
合
＝

萩
市
民
体
育
館

参
加
高
校　
福
島
県
立
会
津
高
校
、
鹿

児
島
県
立
甲
南
高
等
学
校
、
萩
高
等
学

校

（15）

よ
み
が
え
っ
た

南
宋
陶
磁
の
輝
き
展
（
仮
称
）

開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入

場
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌

日
）

※
高
校
生
以
下
、
身
体
障
害
者
手
帳
・

戦
傷
病
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
と
そ
の
介

護
者
、
70
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
人
は
無
料
。

の
中
の
６
号
墳
の
出
土
遺
物
を
一
括
展

示
し
、
特
徴
的
な
墓
制
と
絢
爛
雄
渾
な

青
銅
礼
楽
器
、
豊
か
な
副
葬
品
の
全
容

を
紹
介
。 

◯
10
月
10
日
（
土
）（
祝
）
〜
11
月
15
日

（
日
） 

　

１
９
９
１
年
、
四
川
省
成
都
に
近
い

遂
寧
市
街
付
近
で
発
見
さ
れ
た
、
13
世

紀
の
南
宋
代
の
最
高
水
準
の
陶
磁
器
、

銅
器
や
石
器
。
元
軍
の
略
奪
を
逃
れ
る

た
め
埋
蔵
さ
れ
た
、
７
０
０
年
以
上
も

の
間
地
下
に
眠
り
続
け
た
地
下
埋
蔵
の

宝
物
を
公
開
。

◯
11
月
３
日
（
祝
）
〜
11
月
29
日
（
日
）

　

江
戸
時
代
に
人
気
を
博
し
た
力
士
の

姿
、
取
組
や
土
俵
入
り
の
場
面
、
相
撲

風
俗
、
ま
た
阿
武
松
緑
之
助
と
い
っ
た

萩
藩
お
抱
え
の
地
元
力
士
な
ど
、
相
撲

に
関
し
て
描
か
れ
た
作
品
を
70
点
ほ
ど

選
び
展
示
。

■
萩
高
同
窓
会
八
八
会

　
萩
高
同
窓
会
八
八
会
を
今
年
も
盛
大

に
開
催
し
ま
す
。
夏
に
帰
省
さ
れ
る
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
引

き
受
け
期
（
35
期
）
一
同
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と　

き　

８
月
８
日
（
土
）
午
後
７
時

〜と
こ
ろ　
萩
高
等
学
校
体
育
館

■
萩
光
塩
学
院
同
窓
会

　
萩
光
塩
学
院
の
同
窓
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
学
生
気
分
に
戻
っ
て

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
今
年
の

引
き
受
け
期
は
昭
和
48
年
度
卒
業
生
で

す
。

と　
き　
８
月
10
日
（
月
）
午
後
６
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
萩
光
塩
学
院
体
育
館

■
萩
ク
ロ
マ
グ
ロ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
見
島
沖
の
八
里
ケ
瀬
は
、
大
き
な
天

然
礁
と
な
っ
て
お
り
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
、

瀬
つ
き
ア
ジ
、
タ
イ
な
ど
魚
の
宝
庫
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
恵
ま
れ
た
漁
場

を
活
か
し
て
、
今
年
初
め
て
萩
ク
ロ
マ

グ
ロ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
県
内
外
か
ら
太
公
望
が
参
加

し
ま
す
。

と　

き　

７
月
18
日
（
土
）
午
前
５
時

〜と
こ
ろ　
萩
市
見
島
沖
・
八
里
ケ
瀬

菊ヶ浜勝蔵　大判
錦絵　落合芳幾

書 籍 紹 介
□「ベートーヴェン全集」第２巻・
ピアノソナタ　講談社
　ベートーヴェン全集第２巻・ピ
アノソナタの中で、萩焼作家・三
輪龍作氏のエッセイ「ベートー
ヴェンと美術の巨人たち」が紹介
されています。
定　価　３００００円
□写真集「萩の日々」
　　　　　　　　　　　講談社
　萩市在住の写真家・下瀬信雄氏
がモノクロームで 20 年間にわた
り萩や近郊の風景や人間を撮り続
けた作品をまとめた写真集です。
昔のあの風景がみることができま
す。
定　価　４５００円（税別）
＊ 7 月 15 日発売。
□長州と信州「二つの故里と昭和
への回想」田村幸志郎著　文栄堂
　長野県出身で、山口県で菓子
チェーン店を経営する田村幸志郎
さんが記したもの。長州と信州の
教育風潮や人物群像のほか、田村
さんの体験を通して両州を比較し
ています。
定　価　１０００円（税込み）
文 栄 堂（ 山 口 市 ） ０ ８ ３ ９・
２２・５６１１

■
萩
夏
ま
つ
り

　
萩
の
真
夏
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
。
市

民
総
参
加
に
よ
る
ヨ
イ
シ
ョ
コ
シ
ョ
踊

り
や
あ
の
お
船
謡
が
萩
の
ま
ち
を
練
り

歩
き
ま
す
。
今
年
の
夏
は
、
ふ
る
さ
と

萩
で
フ
ィ
ー
バ
ー
で
す
。

と　
き　
８
月
１
日
（
土
）
〜
８
月
３

日
（
月
）

と
こ
ろ　
萩
市
吉
田
町
通
り
（
メ
イ
ン

会
場
）

※
今
号
２
Ｐ
を
参
照
。

■
萩
・
万
灯
会

　
大
照
院
と
東
光
寺
の
石
灯
籠
に
灯
さ

れ
る
ロ
ウ
ソ
ク
の
火
が
幻
想
的
な
光
の

世
界
を
創
り
上
げ
ま
す
。
毎
年
県
内
外

か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま

す
。

（
迎
え
火
）

と　
き　
８
月
13
日
（
木
）
午
後
７
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
大
照
院

（
送
り
火
）

と　
き　
８
月
15
日
（
土
）
午
後
７
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
東
光
寺

※
今
号
２
Ｐ
を
参
照
。

■
第
５
回
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ
世
界
映
画
芸
術
祭

　
萩
か
ら
世
界
に
向
け
て
の
文
化
発
信

を
目
指
し
て
開
催
さ
れ
る
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ
世

界
映
画
芸
術
祭
も
、
今
年
で
第
５
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
も
話
題
の
映
画

が
上
映
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
８
月
19
日
（
水
）
〜
８
月
23

日
（
日
）

と
こ
ろ　
萩
市
民
館
ほ
か

※
今
号
３
Ｐ
を
参
照
。

■
没
後
１
５
０
年
記
念
「
北
斎
ー
東
西

の
架
け
橋
展
」

と　
き　
７
月
20
日
（
月
）
ま
で

と
こ
ろ　
萩
市
平
安
古
・
山
口
県
立
萩

美
術
館
・
浦
上
記
念
館

入
館
料　
一
般
１
０
０
０
円
、学
生（
高

校
生
以
下
を
除
く
）
８
０
０
円

■
祈
り
と
美
の
伝
承　
醍
醐
寺
展

と　
き　
７
月
25
日
（
土
）
〜
９
月
６

日
（
日
）

と
こ
ろ　
萩
市
平
安
古
・
山
口
県
立
萩

美
術
館
・
浦
上
記
念
館

入
館
料　
一
般
１
０
０
０
円
、学
生（
高

校
生
以
下
を
除
く
）
８
０
０
円

相
撲
絵



　
前
号
・
前
々
号
の
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
秋
田
県
大
館
市
と
東

京
都
世
田
谷
区
松
陰
神
社
に
そ
れ
ぞ
れ
模
築
さ
れ
た
松
下
村
塾
を

紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
号
で
は
残
り
の
４
棟
を
と
り
あ
げ
て
こ
の

シ
リ
ー
ズ
を
終
わ
り
と
し
ま
す
。

　

東
京
都
町
田
市
玉
川
大
学
内
の
松
下
村
塾
は
、
昭
和
32
年

（
１
９
５
７
）
に
山
口
県
の
出
身
者
を
中
心
と
し
た
学
生
た
ち
の
発

案
に
よ
り
建
築
構
想
が
持
ち
上
が
っ
た
と
い
い
ま
す
。
松
下
村
塾

を
模
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
玉
川
大
学
の
建
学
精
神
の
背
景
の

ひ
と
つ
で
あ
る
私
塾
の
教
え
を
発
現
し
、
精
神
的
な
支
柱
に
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
し
た
。
松
下
村
塾
の
模
築
場
所
は
、
大
学
校
地

内
の
雑
木
林
が
あ
て
ら
れ
、
土
地
の
造
成
と
建
物
の
模
築
は
学
生

た
ち
だ
け
の
手
で
行
わ
れ
た
た
め
、
約
９
年
の
歳
月
を
か
け
て
昭

和
41
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
萩
の
松
下
村
塾
の
事
前
調
査
も
１
週

萩ネットワーク　1998 年７月　22 号

幕
末
・
維
新　
こ
ぼ
れ
話

続 々 ・ ６ つ の 松 下 村 塾

玉 川 大 学 内 の 松 下 村 塾

〜全国各地の松下村塾　
　　　受け継がれる松陰の想い〜

（16）

設
者
で
あ
る
高
村
坂
彦
理
事
長
が
、
開
学
20
周
年
と
松
陰
生
誕

１
６
０
年
を
記
念
し
て
模
築
し
た
も
の
で
す
。
主
に
学
生
の
ゼ
ミ

や
松
陰
研
究
会
で
使
用
さ
れ
、
ま
た
市
内
の
小
学
生
が
遠
足
帰
り

に
立
ち
寄
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
な
お
、
徳
山
大
学
で
は
毎

年
11
月
初
め
に
、
江
戸
時
代
の
旧
街
道
萩
往
還
を
山
口
か
ら
萩
の

松
下
村
塾
ま
で
踏
破
す
る
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
静
岡
県
富
士
宮
市
に
設
置
さ
れ
て
い
た
海
外
青
年

協
力
隊
の
研
修
を
行
う
建
設
省
の
施
設
、
通
称
建
設
大
学
校
の
中

に
も
、
松
下
村
塾
が
模
築
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
大
学
校
が

東
京
都
小
平
市
に
移
設
さ
れ
た
際
に
取
り
壊
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
全
国
各
地
に
松
下
村
塾
が
模
築
さ
れ
て
お
り
、

改
め
て
吉
田
松
陰
並
び
に
松
下
村
塾
の
影
響
力
の
凄
さ
を
思
い
知

ら
さ
れ
ま
す
。
松
陰
の
著
作
や
書
簡
な
ど
を
読
む
と
、
血
湧
き
肉

躍
る
の
感
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
松
陰
の
主
宰
し
た
松
下
村
塾
は
、

幕
末
の
青
年
た
ち
に
ま
さ
し
く
生
き
る
勇
気
を
与
え
た
教
室
と
も

い
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萩
市
郷
土
博
物
館　
樋
口
尚
樹

間
に
わ
た
っ
て
綿
密
に
取
り
組
ま
れ
、
塾
生
た
ち
が
悲
憤
の
あ
ま

り
切
り
つ
け
た
と
い
う
柱
の
刀
傷
も
そ
の
ま
ま
写
さ
れ
て
い
ま
す
。

玉
川
大
学
に
は
松
下
村
塾
と
並
ん
で
、
大
分
県
日
田
市
の
広
瀬
淡

窓
が
創
始
し
た
咸
宜
園
塾
も
模
築
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
山
口
県
阿
武
郡
阿
武
町
奈
古
高
等
学
校
内
の
松
下
村
塾
は
、
昭

和
43
年
明
治
維
新
１
０
０
年
を
記
念
し
て
模
築
さ
れ
ま
し
た
。「
日

本
の
夜
明
け
を
つ
く
り
だ
し
た
、
松
陰
精
神
を
生
徒
た
ち
と
共
に

こ
こ
で
学
び
、
民
主
教
育
を
推
進
す
る
」
と
い
う
、
時
の
山
本
明

治
校
長
の
方
針
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
放
課
後
、
教
職

員
や
生
徒
が
大
工
さ
ん
の
仕
事
を
手
伝
い
、
か
つ
て
松
下
村
塾
が

建
て
ら
れ
た
と
お
り
の
仕
方
で
建
築
工
事
が
行
わ
れ
た
と
い
い
ま

す
。
こ
の
建
物
は
「
維
新
館
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
茶
道
や
花
道
な

ど
の
作
法
室
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
口
県
徳
山
市
山
口
放
送
本
社
内
の
松
下
村
塾
は
、
野
村
幸
祐

会
長
が
松
陰
の
思
想
に
賛
同
、
平
成
元
年
（
１
９
８
９
）
松
陰
没

後
１
３
０
年
を
機
に
模
築
さ
れ
た
も
の
で
す
。
社
員
研
修
や
茶
会
、

ロ
ケ
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
山
口
県
徳
山
市
徳
山
大
学
内
の
松
下
村
塾
は
、
徳
山
大
学
の
創

■月曜ドラマスペシャル「萩・津和野殺人ライン」ＴＢＳ
系列
　萩・津和野を舞台に起こる怪死事件に水野真紀扮する主

テ レ ビ 番 組 紹 介

■県民アワー「クイズ探検！元気丸」ＫＲＹ山口放送
　山口県内各市町村を舞台に、その地にちなんだクイズを出
題して、回答してもらうという番組。今回は、萩を舞台にク
イズが出題されます。
放映予定日時　７月４日（土）午前９時30分〜９時45分、
７月５日（日）午前７時 45 分〜８時

主
演
の
水
野
真
紀
さ
ん
（
萩
市
役
所
で
）

人公・笹谷美緒が萩出身の
大学教授・黒江壮（村上弘明）
とともに、その謎を解明し
ていく。ほかに床島佳子な
どが出演しています。６月
21 日から 27 日まで、大照
院や指月公園、菊ヶ浜など
萩市でのロケを敢行。
放映予定日時　７月 27 日

（月）午後９時〜 11 時
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